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は じ め に

会長 矢谷 芳雄

昭和39年から発足した「倫理・社会」も，すでに4年の年月を錘て, よ

うやく定着してきたように思われます。わたくしどもの研究会も， ことしで

瀧五野年を迎え， 厨閥と講減と公開授業とを中心に，確実な歩みをつづけて

まいりました。

わたくしどもの研究会鶴いつでも現場を雑れず，現場の熾題ととり組ん

だものでありました。同時にそれば，会員相互の研さんの場でもありました。

わたくしどもは，それぞれ各分科会に所属して研究を深めるとともに，月例

会などをとおして，分科会相互の交流をも盛んにしてまいりました。

本年度は’ きたるべき学習指導蔓頼の改定にも，大きく寄与するものを提

供することをひとつのねらいとして，現段階での成果をまとめることになり

ました｡雛はどのように行なわれているか,生徒｛まそれをどのように受け
とめているか， これらの点を中心にしてまとめたものが， この紀要でありま

す。

わたくしどもは，すでに五つの研究雷を刊行してきました。ことしはこの

紀要のほかに五周年記念仕鈑の刊行事業も進めております。両者あいまって，

姉妹編として5年の歩みを鎚戎す碁ものとなるでありましょう。
R ・

本書を上梓するに当たって，わたくしど･もの研究会のために，たえずご指

導をたまわります関係各方面の方意に感謝申しあげるとともに'あ､甥えて

研究を共にされた会員各位の労を多とし， とくに世話係の方にお礼を申しあ
げますb

、

ｰ



｜
’

’
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武（都王子工）

:勇（都秋川高）

武男.(都白鴎高）

第Ⅱ分科会
■ a 今 I

小鹿山睦（都雪谷高） 鮎沢真澄（都駒場高)： ：

細谷・斉（都墨田川高） 秋山.‐ 明(･都杉並高）
． b ・E

坂本濟治（都小岩高） 西村 忠（都桜町高》

※村松悌二郎（都忍岡高） ※小笠原悦郎（私日大二高）
・・ 『 ： ．

※佐々木賊明（都桜水商） 御膳良一（都赤城台高）
I
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篭璽分科会

佐藤哲男（都足立工） ※中村新吉（都大山高）

寺島甲鮎（細].田為） 杉原安（割凍高）

渋沢芳三（都千歳高） 田中正彦（都深川高）

※新井 清（都杉並高） 小川‐一郎（都荻窪高）

永上躍朗（都四谷商） 鈴木宣雄（都赤城台高）

＄

第Ⅳ分科会

義治（都富士森高） ※井原茂幸（者M､平高）

受男（都鷺宮高） 佐原一宇（私大東文高）

勇（都上野高） 増田 信（都上野高)．

尭（都三田高） ※金井 肇（都豊多摩高）

細
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I

第V分科会

藤武(都九段高） 高橋定夫(都江戸川高）

章一（都武蔵高） 、米田成夫(都向丘高）

武（都戸山高） ※渡辺 浩（都井草高）

清（都城南高）

角田

※小島

渡部

中島

I

第Ⅵ分科会

※龍原幸二（都城北高） 綿貫 ・博（都葛西高）
森山栄治（都池袋商） 木村正雄（都蔵前高）

伊藤駿一郎（都忍岡高） 浅香育弘（都葛飾商）
． ‘ ；

吉田大蔵（都北高)： 道広・史行(都閑II商）． ． ：

：
※小坂橋稔市良(細二北高）

※この印ば世話人代表

、
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I 研紫テーマと研究体制について

〔研究テーマ〕

都倫研紀要もこｫLで第六集となる。本会は代々， よい世話人代表に恵まれ，

“「倫理・社会」授業内容の研究（大阪教育図審）”や"･陥理・社会」の

指導と展開（講談社） ”などを刊行してきた6

授業に密着した地味な研究会をモットーに，今年満五周年を迎えるにあた．

って， もう一座会の発足当時にたちかえり， しかも，少しだけフレッシュ

なものでありたいと願った。

会員の一部には，高度な学問的研究発表や論文調のものこそ紀要に価する

と考えておられる方もいる。たしかに，そうであるとうなずける面もあり，

五年の歩みのなかでは，そういったものもとりあげられた。しかし，わたく

したちは都倫研のあるべき姿は現場の問題をとりあげることであると考え，

謁遺のように決定したのである。 ・

年間の授業のなかで，執禰が全糖魂を傾ける授業，すなわち，教師の「人

生観・世界制をもっとよく表わす．＜捷業のまとめ＞とくねらい＞を書いて

いただき，その授業をうけた生徒誌君の感想文を集めるのである。

得意な授業はきっとあるはずである。その授業が生徒の血肉となっている
か，生きた.r倫社の微」の一面をとりだしたかった。

生徒作文は， よくとらえたものを男女一名ずつ選ぶということをたてまえ

とした。倫社の明るい面をみたかったのである。生徒f叡:は担当者に選んで

いただき，分科会の分睡世話人に目を通していただくことにした。
〔研究体制〕

都倫研の歩みのなかで大勢を占めたのは，会員の希望による分科会構成で

あった。前年度の西村先生（都桜町高）は地域性を重視なさったが，集会を

』



一一－－

＃
－
１
１
１

もツエとと， 自主性を尊重して，今回は過去四年職の歩みに従った．

各分科会の活動分野を示し，その理群の上に立って，会員が選択し参力け

るのである。

今年度は，第1分野の「人間性の理解_lと第3分野の「異代社会と人間関

係」を従来通りとし，第2の「人生観・世界観」では， おおよそ，時代別と

した。さらに「日本の思想」を一本たてて， 1分科会としてみた．

分科会名と活動範囲は下記の通りである。

’

口

第1分科会

第X分科会

第、分科会

第Ⅳ分科会

第V分科会

第Ⅵ分科会

『人間性の理解.；

「古代人の思想」 .l

蹴:鮴"…糊
「日本人の思想｣j
『現代社会と人間関係』

各分科会の所属が決定してから，それぞれの分科会で世話人を沙症してい

ただいた｡‘ ‘

会員の所属の関係で,倫社全般にわたって網羅することはできなかった
夕U

が，五年間の歩みだけは集約できると信じている｡

たまたま，五周年記念出仮事業と並行したたぬ少々の無理はあったが，

会員のみ．なさんのご協力によって，刊行の運びとなったことはうれしい。

また，倫社教育の一里録となり，今後のあり方に示唆を与えることができ

れば，わたくしどもの望外の喜びとするところである。

世話人代表 小笠原悦郎

中村新吉

〃

一== ■ ← ■＝－ ■－ . ■守上 ｛
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Ⅱ研究活動の経j向

〔本年度活動の特色〕 ‐

本年度は各分科会とも，それそ才しの研究分野から，統一的主題を設定し，

それに総力を結集してアブ・ローーチしてみようということになった｡ここに，

各分科会は五周年記念出版『滴理・社会指導内容の事例的研究』への研究討

議を重ね7KJ二での執筆活動，公開技菜の実施研究発表や砺演を通じての理

論的・実餓的研砿に入ることになった。さて，統一研究主識ま小笠原世話人

代表提起どおり, ｢V浦理・社会授業の事例研究」と決定をみた。このテーマ

が設定された根拠{ま，本会5か年にわたる授業の実践的研究を総合的に集約

し，研究記録にとどめるだけでなく， これが今後の学習展開指導に役立てる

どいう主旨にもとづいている。そｵしゆえ，あくまでも実際におこなった自信

のもてる分野・章・入物などの授業にもとづ篭相互に検討．研究を重ねた

上の展開・ねらい，資料,解説さらに生徒の作文による授業反応の研究集大

成を目指したのである。特に,指導展開が~方的にならないよう授業をうけ

とめる主体者たる生徒の理解度・主体的うけとめの姿勢・批判などを充分に

記録し，現代の高校生が陥理・社会｣をどのようにうけとめているか，本

教科目の目標が達成しているか等を客観的に把握することをはかったところ
に，本年度の研究活動の特色がある。

､＝

〔研究活動経過〕

＜第1回＞6.月20日総会都教育会館

1）研究発表「昭和41年度の研究活動の報告」都立桜町高校西村忠氏

「主題月惇習の指導内容楢成」 ・都立小平高校井原茂幸氏

2)認 演「社会科学と行動科学」 一橋大学教授南 博氏

井原氏は主題別学習の指導内容について一つの独創的試齢を提起され
たが，その構成はきわめて有機的なもので注目に値するものであった。

ノ
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＜第2回＞ 7月3日都立忍岡高校例会第Ⅱ（古代）分科会

’)公開授蕊 「ｿｸﾗﾃｽ」 都立忍間高校:､村松梯二郎氏

2）研究体制の結成 分科会一名簿作成世話人選出，研究肩洞の打合せ

5)五周年記念出版一内容構成の整理・原稿依頼

毎年,.－冊の原典をとり_けずて10時間ほどゼミナール方式で授業展開し

ている村怯氏の授業はすぱら.しいものであった。

厳密な研究と思考を要求する村松氏の授業惇，表唾勺理解で理解したと

思う不勉強さを徹底的についており，高校生にとってこのような授業は

「知ることへの謙虚」を教えるものであり，一冊の古典の重みを理解させ

てくれるものである。まずは准創的授業形態である， と考えられた。

＜第3回＞9月21日浄立大山高校例会第m(西洋近代）分科会

1>公開授業「カンhの市民倫理」都立大山高校． 中村新吉氏

2)研究発褒｢倫理授業の多様化j :都立杉並高校 秋山 ・明氏

5)譜演「カントの市民倫理の問遡東京教育大教授 4收治氏

4)研究協議「紀劉執筆要領説明（小笠函，五周年記念出版執薙者確認

中村氏の公開授業は,資料を豊富に矛幅しながら，生徒のグループ研究

発表の方式をとったものであった｡村松氏と同じように原典中心の授業で

あり，生徒が5～4名発表したのち, ､'1.5分位で質疑応答をしてゆくもの

であった。授業形態としてば一つの典型的自主学習.研究をねらったもの

であった。秋山氏は， 「倫理・社会lの授業形態をあらゆる角度から取り

あげ,実践的体験を通してその長短を指摘し，多年の研究のべデﾗｼぶり

を示してくれた6特にその資料ば竪富?､詳細にわたり貴重なものであった3

4牧氏の鋼演は今日の大学問題とからみあわせて，はばひろくカント的世

界を紹介された｡味わ&探､舗演であった｡

■
ｎ
や

亀ａ
ｌ
今I

0

ユ.－ニ・一
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＜第4回＞1 1月16日都立白鴎高校都倫博剛立五閏年記念大会並びに

全倫研関東甲信越研究大会

1）公開授業「仏教の基本的考え刺揃泣白溌高校 、岡本武男氏 ゞ

2)開会・挨拶「都倫研五か年間の研究活動の経過鍜剖

都立上野高校 婚田 信氏

5)研究協議 「倫理・社会の授業形態について」

問題提起 都立駒場高校鮎沢爽澄氏日大二高校 小笠原悦郎氏

，都立大山高校中村新吉氏都立府中高佼沼田俊一氏

4）記念講演 「原始仏教の生活倫瑚東京大学教授 中村 元氏

岡本氏の授業は問答・対話を通して原始仏教の倫理を理解させようとす

るもので，生徒たちはのびのびと楽しく語り合いを通して理解を深めてい

たようである。研究協議は上記五人の先生方から実践的授業形態の発表が

あり，それを中心に全国から参集した多数の先生方と熱心な質疑応答を行

な毛たき詳細は五周年冒瞼出版に掲載し･たのでご一談願いたい。中村元氏

の誌演は本界の椎威らしい仏教倫理の詳細にわたられ， しかもわかりよい

お話であった。 まことに記念大会にふさわしい盛大な研究大会であった。

～

＜第5回＞1月22日都立壁多摩高校例会第Ⅳ(現代思想）分科会

1）公開授業 「キェルケゴール」 都立鐘多摩高校金井 肇氏

2)研究発表「資料の扱い方」 都立小平高校 井原茂幸氏

3)認 演 「現代自由主義の二形糊元神戸大学教授武市健人氏

金井氏のキェ汎ケユールの授業を参銭し，資料の扱い方について井原氏か

ら提案がなされ，討論に花が咲いた。武市健人氏は討鋪をきいていて，

「ずいぶんむずかしいことをやるもんですな」というお話からはじまり，

知職としての倫社は思想史をまんべんなくやる必要力§あることを説き，現
代の自由主装を四つの類型に分けて説明されっさらに自由主義と社会主義
陣営の自由の二つにしぼられた。
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以上本年度の研究活動の主なものを記録しまし》たが， この唯か，分科会が

独自に研究の機会をもうけ，地道な研究と研讃を重ねました。紙数の関係で

ひとつひとつ報告できなかったが，本研究会の推進の中枢としての役翻jを果

たされた分科会およびその世話人の労を多としたい。

本年度は文部省による「全国高等学校教育課程研究大会」倫理・社会部会

も開催され，本会の中枢をなす会員が多くその研究運営委員にも当られ，

｢倫理・社会」の指導内容・性格･問題点と改善への方向軒.等ひろく研究

された。本数科目設立以来五年経過した現在，改善を求める声も聞かれ始め

ております。 ． ，

．この紀要に掲載された生徒の「作文」は単なる空話でもなければ，感傷で

もない，一つ一つに，現代に生きる青年としての魂の龍眼があり， 自己や社

会と結びつけての真剣な問題意識がにじみ出ておりますh

最後に研究活動の報告を終るに当り，玉こうを寄せられた会員諸氏，研究

活動のまとめ役された世話人の方々，さらに, 「聞けば′峰るもの涙流さず

にいられない」程本会の準備やら運営やら後始末に心身辛労された事務局の

増田氏･石森氏に感謝申し上げま灸本年の研究活動および本紀要について

の苦言はすべて，世活人代表にあることをおことわりして，報告といたしま

汎

(小笠原・中村記）

一
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Ⅲ研究報告

塵互認
自己の形成('時間） …

都立王子工業高等学校教哉仙崎 武

＜授叢内容①まとめ＞一一一一 －
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(1)同慌

①いたわり ．あわれみ

②他人の思想・行鋤の理解･-→知識・判断・倦緒・感覚・経験など

力泌要→同感精→人格そのもの

③同'l背は人格の尺度－令自己形成の礎石 ．

(2) 自己の発見 、

①他人の心における自己を想像すること 自我と他我

②他人…翁崎愚雌獅亀｡ど>雌｡&細怖
③判断にもとづいて自己の態度をきめる己の認識

(3) 自己の形成．

①人間関係のなかで変化 、
③人間関係のなかで自己形成〆

､

広い人間関係－→豊かな自己形成

(4)人々の役割

①人間関係に応じた行勤のきまり→役割

②与えられた役割認識と分担
・役

一今自己実現 割
と

人

間
関
係

字
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と垂溌≦この時間は,第1分野'一人間性の理捌に含まれており， 「人
・ 今｡ ｡

間はいかに行動するか」のなかで， 「文化と人剛「社会生活と人間」のあ

とをうけだ,「自己の発見べ形成」が，いかなる契磯，要因でどのような過

程をへて行われるかを明らかにしようとするもの乙次単元の「行動機釧

を含めて，人間及人間生活の特質を総合的に理解させようとするものである。

この節・ 「自己形成」では社会生活における人間関係‘役割分担のなかで

の自己発見･自己形成について考えさせることを主なねらいとしているが，

:先ず,他への同情を自己発見・自己形成の重要なファクターと見知的理解

や想像力による共感・同構が，人格の尺度でもあるので, シユヴアイツアー

の根本思想， 「生への畏敬」～生きとし生ける意志への絶対的な尊敬～など

を例に考え･させる。次に，自己の発見は，他人との関係のなかでなされるも

のであり，眉己の形成もま酒他人との関係のなかで変化も形成される。貧

しい自己に閉じこ･もら號広い人間関係のなかで遥かな望ましい自己を育成

し，周囲のさ･霞さまな集団， とりどりの人間関係のなかでふさわしい役割を

もち，役割を十二分に果すことによって， 自己創造， 自己充実を果させる意

欲や心綱えを義わせたいものである。 ・ ・

・悩みの調査や自己に関する作文を霧かせると、自己理解についての悩みを

表明する生徒が圧倒的に多い,: …｢汝自身を知れ｣とはギﾘｼﾔの哲聖ソクラ
テスの名言であるが，古来より自己を客篭酌に誤りなく捉えるのは至難の業

ともいえるだろう。生徒が友人関係に悩蕊を感じ． 日記をつけたり，スポー

ツに夢中になるのも，すぺて他との人間関係に自己をうつし，鏡の中の自己

をしっかりと見つめたいという欲求の－端なのである。ルソ→トルストイ．

ある&､ば内村進,福沢諭言近くはp jL-ボﾜｰﾙなどの告白的自廊ど
． ． ．即；

により，多感な青春に於ける真翠な自己探求にふれて， 自己形成の樋とさせ

る指導も忘れないでしておきたいものである。
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＜生徒作文＞

1
0

都立王子工業高等学校被械科4年

ぽくが今，過去の自分を思い出してみますと‘両親健在で,兄，姉がいる． 8 ．.

一般の家庭の四男として生まれました。そしてぼくは末っ子として育ってき

たせいか，幼ない頃から自分勝手なことばかりして，他人のことなどば心か

ら思ってやることもなく， 自己中心的な物の考え方で中学時代まで過してき
：“

たようです。中学校時代までは， 自分の言っていることが誤っていることで

あ宅ても，家庭において父母“ある程度まで(誤許してくれましたので， 自

分のわがままは通せるものだと思って,ある面においてiｴ自由に生きてきま； ，

した。そしてぼく力､自分の考えの中で， 自由'･乎等という意味において， ‐

自分自身が自己中心的だなと，はっきり意識して思う.ようになったのば、中

学校を卒業して東京に来て会社の寮で生活するようになってからです．そし

て’そｫL以来自分自身について色庵と考えるようになっても:悪い面は自分な

りに改善するよう努めてきました。このような時に学校の「倫理社会jの授

業で，人間の自己中心性，‘がまん， ．こじつけ，い､わけなどを知り，人間は

自分に対して目先のことに目がくらんで自由なことをしていると，相手にみ｡ ﾛ ● O p 凸 ■口 ｡ ↓

はなされてしまってb対人関係がうまくいかないことや，また人.剛ま自分で

意識していないのにその時の感傭によって, ,こじつけやbいいわけをしてつ

まらないミェをはっていることなど学びきした。そして現代の波乱の多い社

会生活を乗り切って生きていくには， 自制力が必要であり， また人は他人と

協調して生活し，人織ま世界の人間と協力しあって，平和な社会を作ってい

かなければならない事を学ぶことができました。ぼくにとつ；て、生徒全員に

とって大変有意義な授業だったと思いますも

』
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＜生徒作文＞

都立王子工業高等報機械科4年 ｜
入閣は， とかく自己中心的な行動をとりがちです。勿赫すべての行勤は

自己が中心になって行なうものでありますが，他人に対しての迷惑や’他人

の考え方についての暖かい理解は，当然必要なのではなかろうか！と思いま

‐す。私のある知人で，常に怒りっぽく接近しにくい雰1劃気を持った人がいま

すb私の目で見たこの人は,自分の職かれている環境のすべてに不満ないだ

き,他人に対して反抗的であり，かといつてそこを離脱しようとする勇気は

全く見受けられないのですqこのような人を見て考えさせられますことは，

人間ば素直であり,絶えず冷誇な態度をとらなければならないということで

す。いやこれは当然なことなのかもしれません。でも人間は， これらの当然

なことが出来ないものなのではないでしょうか！

わたくしぼこれらについ屯このように考えます。自分の怒りを他人に態度

で示すことは，全く無関係な人に不快感を与えるばかりではなく， 自分自身

の人格を相手に悟られ，人間関係も思うようには進行しにくく，その他あら

ゆる面で自分にとってマイナ｡スではなかろうかと思います。

怒ることは誰にでも出来ます。でも我慢する.こと《罐ることよりも容易にで

きるものではないのです｡｡.:わたくしは常に父に言われています。人間は怒っ

てはだめだ！怒るようでば， 玄.だそれだけ自分が子供なのだ！この毒業が胸

にじんとくる時癒りま;す‘人間誰でも反省すべき点はあるはずです。

自分自身では気が榊なくても,他人に言われてばじめて気付くことも沢山
' ･

あるものなのです｡″ 、

それらを素直に反省す沙くき点として， じっくり考えてみるべきでばないでし

ょうか！
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パーソナリティの発展と構操. （ '時間分）
戸

都立練馬高等学校教諭山口:俊治

授業内容のまとめ＞

(1) 「理性ではわかるが感傲：ついて行けない］という体験 ･･ ‘

； 理性と感備との対立を避けるために往倉にして感備は否定されるぺ

きものとされた。 ‘ ． ：

(2)感情の種別． ．

a 備緒 怒り,､恐銅,，聴き，などのように生命の危機や衝動的

欲求の満足や不満足にともなって体験される感情

b感性感情感覚や知覚などにともなう局在した感附 ．

C気分 比較的持続的で徴霧な感朧生命感構ともいう･C･

~d i肯操真善美聖などの価値に対する理想にともなって体験さ

れる感情で，パーソナリティ形成の中核になる。 ．

(3)感情の働き

a冷やLかな認識を主観的に色令けるのが感情であり,．特に備操は

＊対象と価値的か入わり方をもったのである。

b正しい価値感に支えられた感情ば，理性と対立するものではなく

むしろ，理性の支持する望ましい行動を， ‘エリ強力にする力を持つ
4）構操の陶冶とパーソナリティの形式 ・ 、 ：

⑤価値あるものの知的理解一合⑤実践を通して傭操にまで高められ

る。一→⑥真の人生観・世界観一ﾅ⑥より望ましい．パーソナリティ

の形成
'

一一一一手一一一一・ｰ一一一一.セューー引一一一●－ －～元 ･=へ－－．－－－－－ ．一一一・一-－．や-－－－
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＜ねらい＞この時間は，第1分野の「人間性の選癖」のまとめであると同

時に，第2分野の「人生観.世界観」への導入の部分でもある。

「児童期にあっては，人間の心自搭性の形成にとこて決定的な藤義をもつの

は育成と教育である含人格が形成されていくにつれて， 自己教育即ち自分の

世界観と信念をつくりあ峨自己の中に望ましい心的特性を形成し，望まし

くないそれを根絶するための意識的な努力がますます大きい浦談を持ってく

る。あらゆる人間は相当穏変まで自分自身の側生の創造者なのである」とチ

エプロクが述ぺているが， この個性の魚慥を可能にする道程を明らかにしよ

うとするのが本時の目的であるといえる。この道程において第2分野の「人

生観・世界観」 において古今東西の思想家にふれることの重蝿生を認識さ

せ鰍的な学習を可能にすることができるのである

それぞれの事象に対する価直的な認識，知識としてこれを高めることば比

較的容易である。しかし感楠をともなった価値的涜職にまで高めることは容

易ではない。不正をするとき， もうれっな不快感をともなえば自然とその

不正は行なわれないのだが，現実には情操にまでその知織が高められていな

いため，悪いとしりながら平然と行なわれている数多くの行為がある。

より望ましいパーソナリティば， 直不正は不愉快でできない”というような

パーソナリテ．イであろう。その形成ば， まず価値ある行為とそうでない行為

すなわち｡いかに生くぺきか”を考えるところにはじまり， 日常生活の中で

それを少しでも実践することによって，知識を購操にまで高め（笂職として

の人生観・世界観Jではなく、購操にまで影蓉し，備操によって支えられる）

真の人住観6世界観の確立によって可能になるのである。

この人生観・世界観は,パーソナリティラ鱗に中心的な意談を持っている。

人生観･世界観が転換したために，その人のパーソナリティに重大な変化が

生じたという多くの例のあるのもまさにこのだめであるといえる。

I
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垂徒作文＞

、
一都立練馬高等学校2年5組

「人間性理解」の部分を学んで非常に有恵義であった。人闘の行動を決定

するものは何かとか，それによって派生する種々の心蕊など，今童でば感覚

的にとらえる事しかできなかったが，学ぶことi蓮よってもつと学問的に体系

的にとらえることができるエうにな看たq特に興味深かったし侭識を受けた

のは青年畷果題ということであったo背年の課題，それ(ま－口にいうと伽直

体系の発展・確立ということである．シユブランガーによると人間の型は経

済型・権力型・審美型・宗教型・社会型などにわけることができるという＠

今までわたくしは自分がどういう型O人間かということがつかめなかきた。
けれども， 自分で研究した結果宗教型に綴することがわかった。謝趨にな

ったの+ま思春期に入ってからで，その頃から価随というものを非常に大切に

考えるようになった。いかにして最大の価値を有する生き方をするかという
ことが今後のわたくしの識澄である。

見かけはきれいでも中身がとぼしいも⑳見かけは悪いが中身は良いもの，

あるいはその中間のもの. ,この世の中にはそういうありとあらゆるものが無

数にころがっている。そしてその中から真に価値あるものを見出し． 自分の

身にうけなければならないと感じた。けれどもこれを決定するのlｪ個人の主

観である。主脚洪人によって違うから，各人の価直体系もちがってくる。だ

から主観を承がきあげる㈹操をみがくことにもなる）ことが必要だ。

そのためにはソクラテスもいっているように「汝自身を知れ」ということだ。

人は結局自分を知るために生きているのだということが,だんだんにわかっ

てきx二。人生の目的と手段ば同じなのだと思った。生きるために生きる，勉

強するために勉強するの嬉「人間性の理癖」を学んで》わたくしにも，人

間というものが，おぼろげながらわかきてきた。

1

一
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．＜生徒作文＞

都立練馬高等学校2年6組

一

．この「倫理社会」を学びはじめて， まだ幾月もた上ない力、おもしろくて
仕方がない。

，自分の無意識のうちの行動がその原因となるものを， 自分で知ることがで

きるようになったからである｡わたくしの欠点も, これなら直せるという自
信もだてきた。また他人の行動に対しても，冷静な判断ができるようになっ
てきたと思うのである。

よいと思うことはたくさんあるが,まずは以上のような事であると思う。

毎時間，聞くことすぺてｶﾐ， どこかで自分の経験していることであ‘り，他、
事ではないおもしろさについ夢中になってしまう。自分の性格の形成につい

ても何だか納得のゆくようになってきた。そして自分の悪いところはわたく

し自身で直してゆき， また自分のパーソナリティをよりよく形成しようとす
る積極的な生き方にもなってきたように思う｡

・毎日の生活に対してもどん欲になってきた。むさぶるように片ぱしから銃

番をし，良いといわれるもの，美しいと思われるものを逃がさず見て， 自分

の考えをまとめるようになったと思う'･他人事であったことが， 自分の人格

形成の為に他人事ではなくなったよう.に感じはじめた。

「倫理社会」がわたくしのこの16年までの臓に穴をあけ， イ‘1か新しい空気

を入れてくれたように思う。私の生活態度を大きく変えてしまむたといって

もよいと思うのである。
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友 情’
一

(一時間分）

都立王子工業高等学枚 教諭仙崎 武

L

－－－－－－－＜挽業内容のまとめ＞---‐
ｒ
川
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０
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０
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０
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９
■
０
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０
０
０
９
０
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０
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１
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■
■
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日
■
０
凸
■
９
ｄ
Ｂ
■
日
■
■
９
ｏ
１
Ｂ
ｃ
ｂ
■
Ｕ
Ｂ
０
０
９
０
■
■
０
８

1） 青年の情熱．

傭熱．．…宵年期に特徴的な友傭の根抵にあるもので， 「感備がひとつ

の方向に強く働く場合のもの」 － ．

｢情熱が強い

|傭熱腫か…＞
1非常識になりやすい

一謬背年期＝「↑青熱の季捌 →文学，芸術
作品の源泉

－－今瑠生によるコントロールが必要

(2) 青年と友情

①友備……傭熱が友人に向けられた時に生ずる

友人に対する感備的な共感-→差異の交換－－号為寛容・努力→

友傭のたかまり

②友傭のさまざま

’厩薑罠して菫鰯駕鴛剛
|先議に対して ……依存.服従群ぶ（〃 ）

(3) 青年期と友晴

①友人と自己形成

つ現代社会と友情

．，．…友人を作ることによって自己を磨く

．､…･真の友情Iま激しい競争社会に生きる力になる
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＜ねらい＞この時間は,開1分野｢人IM姓の理解」のなかだ，人間と文化

人間形成の条件，など，人間はいかに行動するかという知識をふまえ， 青年
、

期の生活の現実と理想を理解させるため,青年期の心身の特磯自我に目ざ‐

める青年の諸問題に引続いて， 「友間を取扱ったものである。

鐺,符年期の感備生活蝋を概説して導入部分とし，次に友i青の諸問

題を扱う，其の友傭は，宵年の傭熱より発するものであることに触れそれ

は相互の個性的な差異の交換において成立することや，友備の維持，促進に

鵬相互の寛容と努力,理解と愛情がとくにたいせつであることを考えさせ

る。さらに，さまざまな友情の形鶴歴史上文学b芸術，伝記などに見ら

れる望ましい事例,望ましくない璃列などを調べさせ,友を選び，充塞した

友繍に生きることが，青年期の生活をより美しくより豊かなものにする上に

とりわけたいせつであ愚ことに気づかせたい。

高校時代の生徒は，心身ともにめざましい成長の途上にあり，ケーテのい

う「疾風怒潮の時代， また心理学でいう「試補昔渕のI噺tにあたる。し

かし,この心理的な頚鶴掘扇こそ,青年の内面的な形成を推進するかけが

えのないエネルギー源であることを考えれば， 自我の充実と同時に,他者へ

の寛容'理解を基壁する末割た友儲についての認鏑ｴ, とくに重要な意
味をもつものといえよう。とかく抽象的思考に不慣れな錐が多いので,出

● ｡〃・

来るだけその実態や縄瞼に訴えて正しい観念を形成させる翫癒が必要である”

露出したエゴや誤った自己愛に捉われて糊ﾘ私欲のみを追及しがちな競合

的現代社会において‘ 「友からその名に恥じないものを求め，友のためにそ

の名に恥じないことをする。求められる震で待たない｡繕に努力し進んで忠
・ 1 ．， ．： 1 ．

告を与えようとする， よい忠告は用い忠告をうけ．だら従う」 （キケロ）よ

うな，友との真の友情の意義と価値を，ひとりびとりの生徒の意識の深層に

しっかりとうけとめさせたいものである。

ー一一一一一‘巴一一圭一一一一一一－－． . ､凸･ ･ ･･一ムー.＝蜀-.1..－.一.＃一. .＝‘ ･一半-‘＝＝里: .L← －一 ？. ： ..L ＝再;･鞘....~面－．. 蝦 : :一 . ﾕ 』 -..--. q_ ‐ ：－． －＝ ▲
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＜生徒作文＞

都立王子工業高校（定時制）機械科4年
’
一

わたくし達は友人を求めている。素鯖らしい友備を結びたいと願でている,．

その反面，友備というものがどんなに韓蚤し<,、こわrし易いかをよく知って

いるわたくし達が普通友晴と呼んでいるの鴎感情の共感である。大体艇お

いて同じような考え方，行動をしている時のみ友購として砿認されるが，意

見の不一致をみようなら，忽ち友備は破れてしまうのが常である｡しかしそ

れは友情に程遠いことを知ごた･真の友購とはお互いの差異の交換まで至ら

なければならない。感備の共感でさえも難かしいのに差異の交換とは，絶望

的である。蕊の友備とは，友人同志がお互いに自分を捨てて付合うのではな

くて，互いに相手の立場を尊重して認め合わなければならないと思っている。

友情がどんなに人間を高めるかわたくし達I娘く知っていないから，それが

結べないことは大変不幸なことだと思う。現代のようにあらゆるものに矛曙

関係が対立し，激しい闘争に生きてゆくわたくし達にとっては，ほとんど夢

､に近いとさえも思える。結局は表面的な感謄のﾒ輔を友情と信じて，それ以

_上立入らない方が却って友傭が長綾するという風潮さえ生まれている。友晴

を確かめ合うことは， タブーになっている不幸な時代である。 'フリードリ.ツ

ヒシラーの小説「群盗」に番かれた友情のように極限状態に置かれてはじめ

て砺窓されるという，厳しいものであろう｡幸か不幸か友晴を友備と信じ切
γ ．b

って過す時代はｲ砿､割り切れないところがある。幸にしてニーチェのように，

音楽家ﾜｰグﾅｰとの｢星の友瑚と呼ばれる大変素購らし友傭を結んだ人

もいる力、やがて無浅にも破れてしまった。結びにくくてこわれやすいこ

れが友晴の真の姿であろう。ともあれ天地創造以来人間峰，真の友情の為に

最大の努力を費やし，その反面それが不可能に近いことを悟らざるをえなか

った。わたくし達も又鞘神の最高の世界である友構にあるゆる力を注ぎこん

で，其の友情を作り上げる使命をおわされている。 ．

1
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＜生徒作文＞

都立王子工業高等学校機械科4年： 畠

ぽくが東京へ出て来たの侭， 自分の意志で上京して来たのでばなかったし，

高狡へ入学したのもうやはり自分の意志ではなかった。何も考えず,何にも

抵抗を感じ‘万事はなく，ただ， 獄来てしまった”徳入学してしまった”それ

なら一生懸命やるのみだつ~た｡ぼくは，学校へ行く事になっても，誰一人知

人はいなかったし，不安な気持だったが， 1ケ月，また，一年， と過ぎて行

くう．ちにみんなの名前も覚え,話し相手も出来ていった。でも，その頃はま

だ、友情”とか。真の友".と言う言葉さえこれと言って意識もしてないし，

関心もなかった｡ただ,皆んなに好かれよう，約束事は絶対守る， こまって

る時には力になってやる様自分で努力していた事は事実だ。同情的常識的

な事柄で相手の事を思っていただけだった。だから，相手の人に，糖神的に，

又は, ･人間的にマイナスになる様な事でも， 園負担”から救い出す事によっ

て自分では満足に感じていた。むしろ，その方が相手を本当の友達と思える

と考えていたからだ。でも， ここで伺真の友儲”と言うものを学んだとき，

初めは抵抗を感じたが，人間ほ， 日常生活においても， 自己を形成していく

にも,他人と言うもの力琲常に大事な事だと思うし，又，その他人の人柄

値うちによって， 自己の。考え方”・性格”画知識”をも左右される事があ

るとすれば, こういう意味でも他人の中に稚定の圃友”を選尺する事がどん

なに大切な事かと思う，ぼく達が， ここで倫理園友情”に.ついて学んだ事は，

ぽく達の友傭への選癖が大きく進歩した様に思える。ぼくにも，現在，ぼく

.なりに親友と言える友がいるが,倫理で学んだ。真の友傭”観たがいの差異

の交換” 卿劣樋のあこがれ”を,.作りあげた璽友情”でばなく，少しも早く

育てあげた画友|青”にしていく綴力したいと思う，ぼく達，大人の世界と

子供の世界との境界にある宵年にとって倫理の必要性と言う事が今さらの様

に感じられる。 ､ ：

ー

ケ
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ソクラテスの思想’
一

I

都立忍岡高等学校教職村松梯二郎

＜授業内容のまとめ＞
I

１
１
１
１
０
１

(l)問答法に至るまで

伝記ポチダィア，デリオン，アンピポリ.ｽの戦一・ポリスの徳

(2)問答法・産婆.(助産）術

カイレフオンとデルフオイの神アポルロンの神託の意味一無知の知

（3）訴人のこと

①最初の訴え一アリストパネスや無知を知らされた市民次こち

②後期の訴え一メレトス（作家).，アニュトユ(‘手工業者と政治家）

リュコン（弁論家) (a)青年に害を与えた (b)国家の神を認めない

(4)法廷のソクラテス

①メ.レトスに対する反論－－-とくにダイモニオンについて

③ポリスの徳は生死のi鍵Iを超越する－アキレウスの･こと

③使命観(a)知を愛し求めるい)稀神をすぐ．れたものにする

(c牌の命令(d)アテナイの「あぶ」として鱒在一一正義

(5) 有罪一民衆裁判所一とそ.の死

①280対220票の差で有罪

②560対140票の蓋啄刑-(al死をさけるよりも，下劣を

さける方力難かしい (b) "-イモニオンに従って死を選ぶ (d)死後

′､デスでの問答の楽し敦一魂の不死の問題（バイト・ン）

＜よい人には，生きている時もえ死んでからも悪いことばない＞

１
１
０
’
０
０
０
９
１
△
・
り
？
６
０
１
，
◆
Ｂ
Ｉ
Ｉ
０
Ｂ
，
Ｄ
ｊ
Ｉ
Ｂ
６
８

I
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;＜ねらい>i!わたくしは42年度の授業の中で, 1学期の約10時間を，
｝ . ．.， ， 、 、、 ‐ ．. ．

『ソクラテスの弁明』のセﾐﾅｰﾙにあてた。 1時間に2～5べｰジしか

読めなか季たが， この時間は倫社の教師としての幸福感にひたった。 7月

には，そのうちの’時R扮を都倫研の研究鍵業として行った。さて， 『弁

明』で， ソクラテスは， より難かしいのは， メレトスたちよりも，最初の

訴人である。それらの人たちほ，かれをアナクサゴラユ流の唯物誇昔だと

か，エウエノスのように金銭をもらって教授するソフイストだときめつけ

ており，その流言が，問答法によって，鋼如を器露された後期の脈人たち

の訴状を稀Iにしたのだとのべている。 『弁明』は， これらの2種類の訴

人に対する弁明であり，その中で，次のような点を理解させたいものであ

る。

（1）生徒たちは， ソ･クラテスが，面と向って,､あなたは総ﾛなのだという，

そうした薩渡をさして，当然蝿われたのだろうというものが多い。それに

対して， ソクラテスのいおうとする点唾神のみが本当の知恵者（アポル

ロンは，太賜文芸，予言の神）であり，人間の知は有限でb権力や金力

は空しいということである。ソク.ラテスの生涯は神もしくは，麗的ダイモ

ニオンに仕えるためであったことを十分理騨させたい。

(2)ギリシア人拷m(醇里命説というがj生死を超えるポリス倫理の優越性

である。港剛作家もさることながら， ソクラテスは，問答のアイロニーで

説明する。 「死を恐れるということは，知恩がないのに,あると思ってい

ることなのです」。なぜなら，ハデスの世界については知らないからであ

鹿

(3)生徒の感動の極点は， ソクラテスの使命観の強さであろう。 ソクラテ

スは’蛾のため，神のため, ‘息④つづく限り，できうる限り,錘を愛し

求め卒とを止めないだろうという決意である｡そして,人間の徳砿｡粕
神をすぐれたものにする。こと､ 。徳,その他のことについて毎日談瞼す
ること”にあるとする点において， ソフィストとは異質の哲学がそこに自

覚されていたといえるのである。

噂

I

’

一口 ロ ロ ロー
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註徒作文＞

~I
都立忍岡高等学校2年D組

一一一‐ママー

ソクラテスが畠えた真理は哲学の根本的なものといえる．そしてソクラテ

スの思.想や人生観は， 20世紀のわれわれにそのまま相通じ，あてはまるも

のだと思い感心した。たとえば，問答法をとりだしても，現在，革新都政の

知蕊美濃部氏がさかんに『対話』を叫んでいるし,真謹悟ることがいか
‘ 。 、 5

に重大で必要かは，選挙演説一つをとりだしてもわかる。かれらのうち，侭

人公約を守る者があるだろうか‘それは少数であろうし， これに限ったもの

で《まない｡共同体の一員としての徳など鴎先日,本校《α文化祭討論会のテ

ーマとなったほど身近かなものである。自己の利益を考えずに,､人の為に己

力潅鹿になれるという人間があまりにも少ない気がする。ル普くもできないが

それば， 日本という雲境の中で育っているので，考えが安易になっているの

であろうと思う。ギリシア人にとって，ポリスが全てに優先するものだとい

うプライドのある考えは，当時生きてゆく-上に必要だった団結糖神という4〉

のなのかもしれない。 ,しがし，ぼくも共同体の中で生活する以上， 自覚の上
にするべきことはできるだげやれるよう努めて行きたい。そしてこのような

考えばもばやり小さなスケールの中だけで考えて行くのではだめである｡･当

時’ポリスとしての徳なら，現在は，世界に通用する自覚を必要とする時点

に来ているのではないか。次にソクラデスの生と死についての考えば「人間，

が生きるとは伽､」， 「幸福とはｲ覗蚤」の問題をだしていると思う。木の葉
が枯れて落ちるように，死がそんなにも髄准なら，それは幸福かもしれないっ
ぽくは以前この言葉をみて， 「妬とは何か」， 「幸福とはｲ砿､」を真剣に考
えたときがあつ7こ°結局自分なりの考えを少しつかんだだけで,そ”何か，
はっきり断言できなかった。でもそれは当然のとどと思う。なぜなら， こん
なことは永遠に定義されないだろうし，個人によって考えが違うだろうから。
だからぼくはこの事を自分なりの考えをだすためぬゆっくり時澗をかけて
ゆきたいと思う。 幸．

1
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都立忍岡高等学校2年G組

、

‘ 『ソクラテスの弁明』は読むにつれて，私を不愉快にした。ソクラテスの

口調は鼻もぢならないものになり,･いっていることも，少しなのそいては，

すぺてがひ･考注かり， どうも納得でき液かつたでかれは自分の言い方，態度

に気をくばったことがあるのだろうか。問答法はかれのあみだしたものであ

るから，それなりの意義をみいだしてやっていたのであろう。しかし,私に

はその意義というものをみいだすことはできなかった。まだまだ未熟だから

だろうか。私は, この本を銃んで， 「ソクラテスという人間は，人階酌な弱

い面を待っているのに， どうして人間の弱い面を理嬢してくれないのだろう」

と思ってしまった｡弱い面であるから，そのままにしておく， というのはい

けないことかもしれない。しかし，なんといっても，われわれは人間である。

人間として生まれたからには，椿神をできる･だけよ(､方にもってゆかなけ

ればならない， というソクラテスの考えは好きであるが……。

ウ

’

都立忍岡高等学校2年E組

I

わたくしはただ，真理を追求するかれの真剣な姿にただ郷莫した。ソクラ

テスは信念をもって強く生きたのだと思う。わたくしは， ソクラテスから，

どこまでも真理を追求していこうとする熱意と謙虚さを学びとりたい§凡人

には,たとえ容易にできないにしても，努力することだけは忘れまいと思う。

わたくしは， まだ，かれのいおうとしている「徳uというものの意味がよく

わからない。だから賦徳唯幸額である”ということに関しても疑問であるしi

また反溌を覚える。またわたくしは，人間には理屈や論理だけでは解決され

えぬ何かがあると思う。その何かをわたくしI鰯であると考えたい。それが

形となってあらわれたものは芸術であると思う。わたくしは神のみが人間を

救うとは言えないと思う………。

｛
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プラ． トンの思想

都立雲谷高等学校教諭小鹿山峰

-＜授業内容のまとめ＞

一一~－－~可(1) ブラトンの思想的背景I

| (a) アテナイの政情とブラトンの哲人政治への伽鼠

㈹） ソクラテスの其の後継者ブラトン

ソクラテスの「良く生きる」ことについての小ソクラテス派の

考えとプラトンの考えと”寸比

（2） プラトンの中心思想一イデア論

(a) イデアの意味超感覚的実在一理性によってのみ知り得る

(b) イデアの把握想起説一霊魂不滅，現実界とイデア界の存在

エロス一プラトニックラブ美に憧れる魂 ．

(d善のイデアイデアの中の最高のもの洞窟の比嶮

(3ノ ブラトンの道徳論善の実現に関する諸徳（四元徳）

（副霊魂三分説不可死的部分一魂（理性)一不可的部分（肉体）

（情意）

(b)各部の徳 理性の徳一知恵．意志（気慨）の徳一勇気

欲情の徳一節制

(d善の実現 三徳の調和一正義の徳

(4) ブラトンの理想国家

個人の徳と国家の徳の一致国家は大きい個人，個人は小さい国

国家の三階層統治者の徳一知恵文武官吏の徳一勇気

人民の徳一節制
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＜ねらい＞プラトンが活鼠した時代(B･O41 1年～B、C599年）の

アテナイの政備を歴史的に説明し，なぜブラトンが哲人政治を必要としたか

を理解させる。これによってブラトンの理悪主鈎灼特色を理解させる≦ また，

政紬不信感がプラトンに与えた影響を我々の問題として考えて見る。

プラトンの思想がソクラテスの思想の継承であること，すなわちプラトン
4 8

の目的がソクラテスの倫理的普遍性の追求であでたことを,j,ソクラテス派の

人々の考えと対比して理解させる。

Fすぺての感覚的なものはそれについて知餓はあり得ないjとするヘラクレ

イトス派の考えに対して真の知識を求めたﾌ･ラトンは感覚に対して理性の存

在を主張し， これによってのみ其の知識ば把握されると考えた。

このことによってプラトンの思想力靭念的にならざるを得なかぞたことを

理解させる｡｡ : ､ j :

・真の知諭まズラ･トンにおいてはイデアとして把握される。すなわちそれは

曾遍的にして完全なものと考えられ理性によってのみ把えられる超感覚的存

在である。この超感覚的存在を説明するのに三角形などの例によって生徒に

実感として理解させるようにする。

次にｲテｱ燭巴握の方法として想起説を説明する。この際想起に重要な役

割を持つエロースについての説明が必要である。理想に対する向上心として

説明すると解り易いように思う』善美なるものへの憧れは青年期の特徴であ

り， こうした傭熱の発現がブラトン哲学の精神であることを認織させること

によって，そこにプラトン哲学の識を漣めさせたい”

一
j ， ●◆

つ P
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､＜生徒作文＞

」都立雪谷高等学校〔定時制） 3年C組

プラトンの思想の中心はイデア論である｡､イデア．とい，う言葉は元来「劉と

か「淵という意味であるが,プラ.トンはこの雲1によって客観的基準たる

普遍にして絶対的なものを意味しよ,うとしているも,すなわちプラトンは感覚

的には真の知識は得られないと考え，人間の理性によってのふ普遍的なもの．

ば認識され得ると考えたのである。従ってプラトンは感覚的露識による現象

･界の中には完全な知識ば得られないとして,: ．現象界の他にイデアの世界，即

ち完全なる世界の存在を認めようとし姪そのイデアの世界は人間の魂がか

って住んでいた故郷であり，われわれの魂は常にこの故郷への郷愁を禁じ得

ない。ブラトンはこれによって人間が常に完全性を求めて努力糖進する魂の

発現を，人間の本性的なものと考えたのである。この思想の中に私は完全性

を求める理想主義の本質を見いだしたように思う。かれにとって最高のイデ

ア，到達すべき究極の目漂は善であり,､徳性の実現であった。元来徳（アレ

テー）という謹葉は卓越性を説明している。すなわち理性の卓越性を知とし，

気慨，欲望のそれをそれぞれ勇気節制とし, ．これ･らをそのまま国家の徳性

として考えることが出来るとして理想匡塚,哲人政治の実現を意図した。か

くてかれはアカデメアの教育において哲人の饗成を行いこれに返って理想

国家の実現を図ろうとしたのである。このプ勇卜jンの悲願はわたくしに孔子

の徳治主義の国家理論との類似性を考えさせる‘ものがあるように思う｡､孔子
． t

もまた理想国家の実現に失敗した後，子弟の教育に専念する.ようになっメニ。
現実の“と纈生は月詮相容れないものなのであろうか。しかし孔子の思想

： ． ．

が思想として価値を持っているようにブフ､ﾄｰﾝのイデアの思想は理想主義

の典拠として今日もなおその価直を保っていると考える。

』べ

6

ー



i
オ

i
－

I

20

＜生徒作文＞

都立雪谷高等学校2年，組’
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プラトンの思想は観念的でわかりにくい。ブラトンが政治的に失望して“

主義に走った気持はわかるが，かれの現実を軽んじた観念的な理謝まわたく

しに抵抗を感じさせる。イデアの世界が現実とは別に存在するということは

実感として納得出来ない。イデアほプラトンによれI銘現実に見える具体的

な画もの”の原型で永遠に変らない完全なものと考えられている。だからそ

れは人間に真に内在するものであり， 目に見えない，いってみれば現実を超

越したものであって理牲によってのみ把握出来るものである。わたくしはこ

ういう現実の世界を認めないで内面のものこそ最高のものだという考えに同

調出来ない。現実を越えて内置酌なものを把えるということは所詮むなしい

ものに過ぎないと思う。それよりも現実をみつめb改善し，それが不安定の

ものなら安定へともって行くことにより，はじめて内部の世界に踏み込める

ものだと思う。人間はとうてい理想の中の完全な世界に住むことは出来ない

のではないか。その理想を追いながら現実を見つめ， これを改善して行くこ

とが大切であると思う。だから理想が現実とはなれるようなことはないと思

う。一つ唾想を達し， また次の週懇へと追いながら成長するのが人間であ

ろう。美を求めるエロースはだからわたくし達にとって大切なのである。こ

の常に求めてやまなも魂の存在こそわた･くし達を向上させる原動力である。

不完全な現実を改善して， より良いものにし得るのは，この魂を失わない限

り可能である。 ，究極的なものはこれだといい切れる｡ものはないのではない

か。 :それはわたくし達力覗実の中から一歩一歩作り出して行くものだと思う。

:もっともプラトンのイデア鈴が，あの時代において感覚的なもの以外に理性

的なものの存在を露めさ連理性が常に現実の不完全さを知り，それを越え

た正しいものを求める力であることを主張しﾆ事がプラトンの卓見であり価

値ある所だといえるであろう。

』

、

の

Ｊ
ｆ
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アリストテ吃スの思想 （1時間分）

Q ず む

都立杉並高等学校教頭秋山 明
ノ .

鍋怠容のまとめ＞一一一一一一一可
・ l

lo

l
ス

からはなれたイデアが存在する。 超在論

トスは個物の中にある。” 内在論

鱒二篭}喝…蝿 ’
農高善を追求している。最高善＝-幸福

鶏鴛蕊}輔職で嬉診。が英の幸福でばない

舌，理性に即する活動＝神白牲活＝真の幸福

I

－＜授調怠容のまとめ＞一一一一一一

(1) フ・ラトンとアリストテレス

①プラトン 侭吻からはなれたイデアが存在する。 超在論

②アリストテレス、エイト・〆は個吻の中にある。” 内在論

(2) 質料と形相

鬘鱒宴葛鑿二巽二篭}喝…緋”
09

(3)最高善，あらゆる人脚ま最高善を追求している。最高善＝-幸福

幸福とはｲ砿、

麓鰯鰯蟹蕊}輔.髪…。｜雛……吋柵繁撫墓、
(4)徳①知歯勺徳技術・学問・理性・知恵・思慮（教育により発達）

②倫理的徳勇気、節制･寛容・豪壮･衿持など

（反復実行することによって習偵化され性格化される）

中庸性，勇気は瞳病と無謀の，節制は放じゅうと鈍感の中庸

(5)政治論①君主政一僧主政②貴族政一寡頭政．③国憲政一民主政

⑥｡…砿{:|慧繍麓{蕊F藁
②友愛生にと＝て最も必要なもの。正義以上のもの。
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<ねらい＞（1厘重墨ブﾗﾄﾝは,感覚的個物はｲデｱの影であるとし
て軽視した。アリストテレスは，個物の中にこそ形相があるとした。フ･ラト
ンは理想主講者といわｵ'、アリストテレスは現実主義と言われるが，後者は
理想を否定したのではない。

（2通邇邇弱ギリシャ語のテオリアは元来は見るという意｡肉眼でなく
't銀で見るこ．と。二通りの見方がある。 （鯉論的にみる。②宗教的にみる。
①の場合かれは学問を醗学・実践学・生産学の三つにわけた。遮浦学では
存在をあるがままに見あるがままに客観的真実鋤る｡③の場合も神は全
知全能全善刀死で神こそが蕊である｡人間は不完全な存在であるが,神的
な理性をもっている。この選牲に即して活動し、酎生を愛育する人は神に愛

される。神に愛される人間が最も幸福である。これは哲学者のみにゆるされ
てル､る。

(8)園薗倫理擁の中で,中庸は善で;過多と過少Iま悪である"例えば
勇気という中庸も6過多になると無謀となり，生命財産さえも危険にさらし

たりするb中胤ま大切であるｶﾐ,単に過多と過少の中間というくらいの意味

にとると平凡な常識鏑でしかない6だか”ﾝ卜もどの｢中庸蜘を扱荊し
て「全く一定の原理をもたない濁庫な知恵を含ん画､ろ。」といっている。

しかしこの批判は当っていない。 「中」には二つあ

る｡ことがらそれ自身に即しての｢中jと，われわ ･.A図一一→
過少中過多

れへの関係においての「中」とがある6前者は機械

〆謙、的,存在論的(A図)で後者ば価値諭的(B図)で

ぁ為｡ｱﾘﾆﾄﾃﾚ……後看蠅鮴‘図 〔一｣-ユ
過少 過多

(4)厩麺画蕊佃植によって配分の差をつけるべきだとしたのが配分的

正蕊である｡人は生れながらにして賢愚.善悪.強弱.鯏有等の差があり．
． ？

後天的に,顔境も教育.本人の努力等に･kって学織"入格.功鹸等に差が生

ずる。鼠勉な者には，怠け者に与えるより多くの報酬を与えるのが正義だと

した。
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＜生徒作文＞

’都立杉並高等学校2年2組

かれの思想のうち「観想的生活」，すなわち「人間最高の生活は，知恵に

よる真理亜探究，認識である」という考えに健特に興味をもつ.た。かれはこ

の点で,哲学者が最も有徳で幸福であるとしたが,現代でば科学者もそうで
。 ： ． ‘

ばないかと思.う。科学者と哲学者とは大同小異である。

また，かれの政治論におけるIM(特に配分的正義）の思想にば注目した

い。各人の能力と地位にふさわしく名誉や利益をわけるという考えの中で，

かれの言う「地位｣というものは，能力によってきまるものでb世襲のもの

ではなL,とわたくしは思う。かれの思想では，能力の相違が社会への貢献度

の相違となって現われ，それによって階層差力毬じることになる。階層差は

社会の秩序にとって必要なものだし， どんな社会機構のもとでも生じるもの
だ。

， ：．

ヂ

､都立杉並高等学校2年5組

はじめに最高藩について。 風最高善は幸福であり，その幸福というものは，

快楽・富・健康などではなく，人間としてよく生きることである”というこ

とには賛成である。しかし，知恵を愛する人すなわち哲学者のみが幸福だと

いう点は疑問である。幸福はだれでもいつでも得られるものだとわたくしは

思う。．次に現実主義には賛成である。プラトンの理想主義ではだめだ。理螺

をいくら考え･ていたとしてもそれだけでfまどうしよ.うもない。わｵ1われにと

って大切なのは，今の現実をどうするかということである。

哲学史上には，師の思想をうのみにして師と同じことを唱える者力移いが，

かれは，師ブラトンとばちがった思想を考えて,さらに-零段と発展させたの
はえら･いと思う。 、

、午

一一ユーー
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＜生徒作文＞

都立杉並高等学校2年5組

I
アリストテレスの現実主義には，わたくしは共鳴する。プラトンの考えの

ように，人間が現実の中に，真実を求められないとするなら，現実の人間と

しての発展も何も皆無意味となってしまう。しかし，アリストテレスの現実

重視の考え方によれ感人間は発展しつつある現実の世界の中に,真実を見

出すことができる。プラトンのように，いたずらに高遠な理想を求あて,現

実に満足できないでいるより，現実のうちに,人間性を離れることなく真実

を見出すことの方が，人間として幸福なのではないだろう力も

次にアリストテレスは,駐制を「ボリテイの退廃した姿である」と述べ

たが,わたくしにはとの考えは選癖しにくい。またかれは，貴族政治を支持

しているが，それは，人間のあいだに不平等を認めてしまうことになりはし

ないか。かれI苫一体，人間の平等や基本的人権について， どの主うに考えて

いたのか。
一

者眩杉並高等学校2年8組

百

アリストテレスの現実主義を身近な問題として話し合い，考えることはで

きないものだろうか。わたくし達はしばしば日常生活において露恩と現実の

矛盾という壁につき当る｡例えば大学入試準備教育.就職試験開始時期の問

題など。それらに突き当った時どのように考えかつ行動するかによってわた

くし達はその人が現塞義者か否かを簡単に半断しがちである割わたくしは友

人から「現実主義渚」というらく印を押されてしまった。果してそうだろう

か。わたくし自身， ･現実主義者とは何かを明確に認識していない。これらの

ことを正確に深く理解ずるためには,遠い昔のギリシヤの哲学者とくにア

リストテレスの哲学を徹底的に学ぶことは，誠に必要不可欠のことであると

思う。

蕊
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エピクロ‘スの思想守 心

都立桜水商業高等学校 教諭佐々木誠明

一く鐸内容のまとめ＞

(1)ヘレニズム時代のアウト ・ライン

①社会的状況の特色

ポリスの崩壊一政治的混乱・不安→政治思想の喪失

②精神的状況の特徴

……{茎:駕撫霧鰕款甦
教養人………新しい哲学へ(生の支えを個人の内心に求める）

(2) エピクロスの思想

①快楽主義の倫理説

(al人生の目的一幸福の猿得におく。哲学はそのための手段

(b)幸福こそ最高醤具体的にば，幸福＝快楽

(c)快楽の区別

積極的・動的快楽……苦痛を伴ない易く，望ましくな､お

永続的。静的決楽…･･･肉体に苦痛なく，魂にわずらいのない真

の快楽一ナアタラクシア（心の平静）こそ理想の境地。

②． 「隠れて生きよ」 一生活のモットー

(a) 「エピクロスの庭園」における友愛に満ちた共同生活

他） ここでアタラクシアが得られる－政治・公生活から○逃避

③利己的快楽主義の功罪一現代社会の政治師パシーとの対比。

I
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＜ねらい＞一つの思想が生まれるときには，当然それがあらわれるべき必

然“由をもっているはずである。エピクロスの思想も，かれの生きた時代

的譲境とい､う背景をぬき"しては語ることができない。

そこで》 まず，当時のヘレニズム時代の社会状態・糟神状況の特色を十分

に把握させる必要がある。ふつう，ギリシヤ哲学の母胎であるポリズの崩壊

したのち，コスモポリスの働鍼§生ま松人びとにはコス毛ポリスの--人員．

（コスモポリテース＝世界市民）としての自覚が生じたとよくいわれる。

しかし， コスモポリスという観念は,哲学的．非政治的観念にすぎず，現

実的に世界国家を構築しようとするものではなかった。したがって，それの

意味するとこらは，ポリスの消滅という意識であり．, ．そこにば一個人の存在

だけを信ずる意識，いいかえれば,生きる支えは結局自分しかないという個

人主義④考えが濃厚にあらわれている．この点を指摘することが重要である。

こうして，かれの思想では,従来のギリシア思想の伝硫と異なって，哲学

は真理発見の道ではなく’幸福猿得のための手段に転化していることに注意

すべきである。筵の理由“上述の事購から考えさせれば効果的であろう。

かれば，人間の自然的傾向として常に快楽を求めて行動するところから，

快楽こそ幸福なりとおさえた。しかし，快楽といっても，過度の飲酒・美味

美食の追求が,かえって後に,苦痛を招き易いのが常であることから，むし

ろそう.した賛沢への要求は極度に抑制して，僅かに生存を全う{し得るだけの”

ものさえあれ舟ま溝足だという心境に徹したとき，至高の快楽が得られると説

いた真意を深く考えさせてみるとよい。その点‘世にいうエピキュリアンと

の相違につ}坪触れておくことは， きわめて大切である。

かれの快楽謝洪，公共的政治社会から隔離した場所で始めてその達成が可

能となるのであり， この意味で完全に逃避的， 矛妃的快楽の追求といってよ

いが， これは現代の日本のマイ・ホーム主銭とする意味で似ている点があり

そうだ。我が国に真の政治唾限力轆立しているかどうか， ともに考えたいと

思う｡

I

鼠一一写 一
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＜生徒作文＞

都立桜水商業高等学校3年2組

ポリスの衰退時期に現われたこのような理想と現在の日本の状態を比較し

て考えてみよう、
』 ‘

ポリスという社会の崩壊により，かれらにとっては，理想とするものが，

国家という単位から個人という単位に戻ってしまった。このことば，現在の

日本の国家としての理想のなさとよく似ている。日本では，一般大衆畦政治

への関心を失ない，競輪・パチンコ．･マージャンなどの娯楽へ関心をむけて
．i ・ ・ ・ ・ ．…・

いる。これは単に，この二つの時代だけの特敷ではない歴史を見ると，国

家の衰退期には，必ず誤楽というものが流行するのである。

では，個人的幸福の追求にぱかり熱心で，政治舟q對心をもたないことが，

なぜよくないのか。これば単にある限られた少数の人物によって齢が運ば

れるという点で危険なのである。かれらにとって，一般人民の瞬台的無関心

は願ってもない喜びなのである。それはつまり自分達だけで政治を運ぺると

いう点迄

エピクロス派の人びとが，永続的な精神的快楽に幸福の理想を求めた気持

は，当時の時代的背景を考えれば，理解できないわけではない。しかし，そ

のために政治に無関心だと，ある朝起きたら， 自分達の生きる権利さえ奪わ

れているということもあるのである。

現在の日本には， まだまだたくさんの不十分な点がある｡われわれは幸い

にも食べる心配はない， しかし，現在でも明日の食さえはたして得られるか

どうかという人がまだまだたくさんいる。誰もが心配なく生活でき石工うな

世の中をつくるに慨政治への関心は常に必要である。

このような点において，わたくしはエピクロス派に見られる個人的幸福を

最高善とする哲学を批判し， このような考えかたが生まれでてくるような社

会を拙荊し， まず健全な社会をつくることに努めなければならないと考える。
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都立桜水商業高等学校3年9組

われわれは， まだ「戦争」などという国家の不安定な状態を知ってはいな

いので,エピクロス派の思想を「矛嘱的な」，卑怯なものだと断言する資格

はないと思う･

もし;わたくしがそういう政治的混乱の立場におかれたとき，現実に向か

ってぶつかっていくことができるか？国家を少しでも良くすべき努力がで

きるか？というと， 「絶対に"」と確信はもてないのだ。

「かくれて生きよ」………これに従うかもしれない。人物の弱さのような

気もする。 少しでも楽な方向へ向おうとする． ． . . .。

人生畷としてこの思想をとり入れようとは思わな、箔今はそう考えるべき

時期ではないような気がする。多分わたくしの奥底に， 「その時となった

ら仕方ない」という考えがあるのだろうが．．…･･わたくしってずるいかな。

割

都立桜水商業高等学校3年2組

両

人間として，個人的幸福のみを追求してよいものだろうか。現害逃避た

しかにそのような気持にならざるを得ない時代背策であっても，それをのり

こえなくてはならない。どうにもならない気持それは誰にでも起るし，そ

れが一生銃く人間なんてまれであると思う。時がたつにつれて,それらの気

持はやわらいでいくものと思う。だからエピクロス派のように，一時の辛さ

から逃れて， 「かくれて生き主」という別生活に満足して，人間の住む世界

をのぞくことを避ける気持はよくわかるが,生きていく上で卑怯者のような

気もする。自分たちの社会だから座 自分たちの政治に関心を示さなくてはい

けない｡自分たちの手でやっていかなくてばいけない。社会全体の調笛と個

人の幸福とは互いにかみ合っている歯車の主うなものである。両方がいつも

一緒に廻っていてこそ本当の歯車であって,.真の幸福が得られるのである。

グ

§
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ストア派の思想 （ 1時間分）

都立桜町高等学校教諭西村・ 忠

一-一一一一一一一－．＜授業内容のまとめ＞

時代の背景一戦乱遡謡の時代 ．(1)時代の背承一戦乱甑践の時代

ポリスの衰退没落，アレクサンダー大王による大帝国の出現

ローマ帝国の建設

(2) ストア哲学の課題

安心立命の境地に到達すること アパテイァ（不動心）の境地に至

ること．､アパティアの心＝運命の転変に動じない心

(3)人生の見かた

・ 自然や人生-尋もロゴスが支配している

・ ロゴス＝すべてを合目的的に支配する法則→神の摂理-う神そのも

の

人生のロゴス＝必然的なもの，運命的なもの理性によってとらえ

た，正しも生きかた人間の生きて行くべき理想

(4)人生の生きかた

①根本的な態度→ロゴスに即した生きかた，理性に従って生きる，

自然（ロゴスが支配している）に従って生きよ

②コスモポリスの考えかた号すべての人間は理性をもつから同胞で，

同一国家の市民である 、

③ストア的生きかたの典型

アグリプピヌスの態度（ 「人生談義」 ） 「提要」から（洞左｣)

I
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1

＜ねらい＞一ばんのねらいと.､したいの唯，ストア的生きかたを， 自らの生
： 。 、。 ． ． 9．

． ． ． l

活の中で,体得的に理辮させたいことである。このことは，ストア派の思想

が，思弁的・理蹄的・世界観的よりは，実践的・人生論的な性格をもつから，

可能であり，必要なのである。時代の背景を，深入りせずにとりあげるのは，

なぜ，個人主義的・人生論的な考えかたが生まれてきたかを理解させるため

でもある。そして,.同時に，なぜ,コスモポリスの考えかたが生まれてきた
． ： ． ．

かも，理解させるためでもある。せまいポリスの解体は，個人の自覚を生み

だし，同時に，全人類を一つとする考えかたの背景となったと解釈されるの

である。ストア的生きかたは,運命に従容して生きると.ころにあるが，それ

ば，理性意志に従う生きか準である。というのば,運命の転変に苦悩するの
｡ ‘ の、 。、 ‘0

． 6 ・ ・

・は， 自己のf鯰であり，運命のどうにもならぬのを洞察ずるのは魏性であり

苦悩する情念を克服するの(ま，理性だからである。ストア派が｡自然に従っ

て生き上”と説くのも， 自然や人生には， ロゴ承が支配していて，すべて，
ノ ロ ■ F

そのロゴスの必然の展開なのであるから， 自然に従うとほ，それを支配する
． 、 ． ： ， ． . ．． ］ ． 。 ‘．， ． ，

ロゴスに従うことである。したがってそれは，理性に従って生きることで

もあ-る。そして， 自然のこのような理解のしかたは，すぐれて，ギリシア的
．’

であって， 自継畠の棋本をなすものである。
； ・ ・

上の主うなストア派の考えかx二・生きかたを具体的に理解させるためには

エピクテトスの「人生験義」からの，アグリッピヌニの態度と， 「提劉か
’ 4

ら，具体例を引きたいbアグリッピヌｽの所へ，皇帝ネロが,有罪にしたと
4 ．． ： ．； ：，

いう知らせがあった｡死刑か跡〔かとき入，追放と聞くと,かれは，平然と
。 』． 三 ・ ． 。､．． ．

b グ､ 台. ● e

して，いつものようにふるまうのである。この場合のロゴスは，有罪とされ

たこと，追放されたことであって,現雛寧qいかんともしがたいこと，
取り乱してもしかたのないことであろう。そこから，あらためて，どうする

： ‘ ， ；,､ち： 、 1 T ， ‘ ･ﾏt'8 ．

かを思慮し,"運命を切り開くために,一歩煎唯しなければならないのである。
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~

垂徒作文＞

I
-都立桜町高等学校2年C組

、アレキサンタも一大王によって世界性をおびたヘレニズム世界が）鰔された

が;その反面人びとは自己の内面へと目を向けるようになり， 自己の完成，

､自己の幸福を中心問題とし， 自己の糖神生活を安定させる哲学的確信を追求

するようになった。そこでストア派は理性によってのみ生活することが精神
｡ b 9 、

を安定させ，それが人間の本当の幸福であると考えた。確かに糖神の不動の

柵員は人間にとって幸福な状態であると言えるが，その状態に至らせるのは

理性だけの生活ではない。現代の科学によって〃あらゆる角凌から人間を見

たとき，人間の理性の奥底に理性だけでは解決することのできな､率能の存

在を明らかにしている。そして古人たちもそれを感じていたのであろうが，
； 巴 ・ ・

それは自然の法則にとってはどうでもよいものと考え，快を排除した生活を
！ ､ ． ． ， ； ． '. ，

した｡そしてそれが自然に従った生活とし.たが,人間を根本的に支配してい

るものはやばり本能であるから，その欲望などを無視することは誤りである。

しかし本能だけで生活することも誤りである。そこでその欲望．感性などを

抑える理性が必要となるが，そこにお'いても葛藤力注じる。わたくしはスト

ア派の人びとがこの上うなことを感じなかつ.たのかと不思義に思える。しか

し現代の人間はそのことによって人間性の矛盾を感じるが，それを趣趨する
：． ． ． 、

意志の力を持って，初めて心が安定すると思える。ストア派において，欲望・

感性などを肯定しなかった榊晶誤りであったように思える。現代においては
甲● 凸守 Q ﾄ

． ；

それらを肯定し，意志の力と理性に主って生活することによって， 自己の完

成となるのではないだろうか。そしてその自己の完成に主って得たものを持

って，われわれは現代の複雑な社会に目を向け， より.よい社会を形成する必
. ：． . ･

要がある。しかしわれわれ高校生ば社会批判エリ自己の形成に対して，重点

を置､たほうがエいと思われる。
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＜生徒作文＞

－

都立桜町高等学校2年A組

~冒認
．.:::職：

わたくしば人間の本性にはどうすることもできな§欲望や感情が潜んで

いると思います。わたくしの肉親あるいは友力究んだとします。 「神の定め

である。…入間がいつか死ぬのはどうしようもないことなのだ」そう考えて

悲しみが消えるでしようか。愛する人を永久に失ったことを悲しまずにいら

れるでしょうか｡こんな場合には「自然の摂理に従うところの側というも

のに瀞§を感じます6

喜び，悲しみ，そして欲する，そこから何かを学び取るのではないでしょ

うか6そういうことは人間の美しい面となり得るし，美しい人生のドラマで

あると思いま炎自然に，理性に従･診て生きj欲望も感購も忘れた人， こう

いう人をわたくしたちは「人」と呼ぶでしょうか。仙人か，神様か，あるい

ば自分にうそをついている人かもしれません。人間の理想を考えZl暁かれ

らの生き方に徹することのできない。ほとんどすぺての人間はどう生きれば

良いのでしょう。

滅びゆく世界と新興する世界との激しい混乱の中にあってかれらが個人

の内面の自由,‘平和を求めた気持は自然ですbそしてまったく対照的なエピ

クロスの学え方にもその共通性があることがわかります。激しい激動の時代

そこに生・きる人間が真実を求めよう．とする気持は何よりも強いものだと思い

ま九つ蚤う池､蕊ささいな事にも悩んだり苦しんだりする,､それはいつ

の世も変わる;ことがありません。ストア主鐘が打撃を柔らげ安らぎを与え

てくれることもあるでしょう。わたくし達がちょっとテストで悪い点を取っ

たりj受験恐怖症になったりするような時に｡平和な世の中に住むわたくし

達憾,ある時憾ストア主義を全く忘れ,:ある時ふと堂た思い出すようです｡

：

＃
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’
’
一

想 （2時間分）陶
J心イエス*の

、 I

都立府中高等学校教識沼田俊一
~

－－－－＜授業内容のまとめ＞－－－－－

(1)聖藩とは－イエスの思想を知るために一

聖謝工信者にとって鼠教えのために，いましめのために，篭

ために，正義を教えるたあに｡（ティモテオ後6．16)神が入

った手紙である。それば同時に天からの声，倫理の基準とされ

(2) 旧約聖審一旧約新約の意味の違い，関連を理解するために

①旧約……キリスト紀元前に霧かれた本が属する。

新約…･･キリスト紀元後に書かれた本が属する。
BG

め直す

間に送

ている。

一

③内容的には

(aj 旧約．｡…･救生来臨の予言その準備（歴史，教訓）

(b)新約……イエスの生渥死去復活，その教え．

(3)福音書に見られるイエスの思想

①福音書……イエスの生渥奇跡，教理を記す四審
←

②神の国……マタイ15章のたとえをもとに神の国をどぅ考えて

いたかを記式

③終末瞼……ルカ17章の後半を参考にして最後の審判

との関連について話す。

④隣人愛……マタイ.22章ルカ6章（資料書に含まれて

を参照させて理解させる｡

③山上の垂訓にみられる「さいわい」について考次.させる

神の国

いる）
1 年

。
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＜ねらい＞（1） キリスト教のアガペーの愛崎伽､自己犠牲的なニユアン

スが強すぎて非人間的と思われ，ついていけない気がする。

(2)愛の本質(畷かい心と心の触れ合いにあり，対話を青くむ心そのもので

ある。アガペーの愛は相手の応答を期待せずに，一方的に対話を続ける心で
｡ e● ｡･ ･ ･ ･ ● 0 8 0 .

ある。それだけにアガペーの卿求普通の人にと.らては不可能であり，神の支

えが是非とも必要になる。自己犠牲的な非人間的な愛とはこの世的な表現で
‐ 1 ． ． ‐． ・3． 、

あり,それを突き抜けたところで限りない神の愛(の保障)に裏づけられて，

はじめて可能にな．るのではなかろうか。
● ､ . ↓｡ ｡ ■

(3)キ．リスト教の神は人格神である。人格神とは神が人間としての属性をす

べて備えているという意味である6それゆえに；神を八．のように愛すること

ができるし,神もまた人を愛すると､くわれるわIけである｡櫛ミペルソナであ

ることは他の宗教に比べてキリスト教の大いな･る利点であ･った｡

(4) アガペーの愛は人が神に近づいてこそより可能となる3そして上り可能

になればなるほど，世俗的な錨や考え方から遠ざかる．筐とになる。

以上ほ， イエスの捷業に際してくねらい＞として弱だくしが番きとめてお
． ！ ・

いたものであったｶｷ実際に講義とじて使うこと‘は殆んどなかった。という
’

のは本年度はダﾙｰﾆブ発表を中心と:した授業を実施していたからである。あ

らがじめ割り当てられた項目を7人1班の者が発表し，提出された事項につ:…
& ､~F，

いて各班で討議する形態をとった。そのためある組では山上の垂訓の「幸V､」

は何を意味するあかに醗譲の焦点が集まり,戎たある組ではアガベーの愛は

われわれ平凡人に実際可能かという深刻な問題が討譲･されたりした勺こうし

た誰I鯛にとうて指導内容に多少の差異はできるが,それにも増して生徒

の一人一人が真に思考を深めることができるという犬きた矛臆を持つ。授業

がよく印象に残ったらしいことは1． 1月の読番課題に福音醤を選んだ者がか
． 。 ， 。 Q ヘ．

なりの数あったことで証明されようd限ら・れだ倫社の授業だけで多くを教え

るのが不可能だとすれば,適当な醜審指導を並行して行かせるべきであろう。

1

｜

’

1
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＜生徒作文＞

I
都立府中高等学校．2年2組

ぼくは， これまで聖謝をユル､やキリスト教などというものは，全く無録の

こととみなしていた。神への愛岳つ信仰によって悩みを解決しようとすること

ば，それによ・って自分をごまかし，ずるい人がとる最低の行動だと思ってい

た。人間である以上一度は（あるいはもこと）他の何ものでもないただ~つ

のものを求めなければ軽えられない上うな時があるのではなかろうかと思っ

た。それは，その人が弱いからでばなく，真の人間となるために当然のこと

でばなかろうか。そして今から2千年も前のユダヤ人の心の中にも，今に生

きるぼくらと同じ何かがあったに違いない．?……．。

画神を信ずる者はすべて救われる。そしてbその信仰は，隣人を愛するこ

とによって甕征される.”これがキリスI､教の基礎となっている思想だと思う。

そしてルカ伝に.もあるように圃神機罪人のわたくしをお許し下さい”とみ

ずから自分の罪を認め， 自覚し，それを改める者が，神に救われるのである。

入職ま趣､罪を負って生れたのだから， 自己の努力や｡職などでは救われず

神の子イエスを信じることによってのみ救われるというのである。 『ローマ

人への手紙』で。義人はいない'ひとりもいない”これこそ，いかに人間の

背負っている鎖諜大きいかを示している。……

轍と･ころの貧しい人ば幸わいである，柔痢な人たちは幸わいである”ぼく

も， これを理解することは不可能で1よないかとまで考えた。たぶんこればこ

んな風ではないかと思う。.人を愛するのにまず自分自身から，不純な欲望．

利益損得などを取り除いて’ 自身を空虚にしてからはじめて， ‘人を愛する

ことができるのであり,要するに，神の愛に応えることになるのである。そ

こで「神の剛に＝段と近づくわけである。だから，それができた人は幸い
だ， といっているのでばないだろうか。……q・・ － ．

！

～
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＜生徒作文＞

都立府中高等学校2年3組
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わたくしが教会へ通い始めたのは，小学校5年の頃でした。やがて中学高

校へ進むにつれだんだん神のすばらしい教えを考え，時に感動する上うにな

りました。しかし近頃はあまり信仰のことも気にとめていなかった日が続い

ていました。………しかし倫社でキリスト教について発表することになって

わたくしは，キリストから離れていた自分を恥かしぐ思いました。 「罪」に

ついて発表している自分を本当に罪人だと思いました。今までキリストを離

れていたわたくしを神はもう一度ひきもどそうとなさづたに違いないと思う

のです。そしてこの読書課篭を磯に， もう一段聖書の教えについて考えてみ

ようと思ったのです。 ．……．．読んで理解に苦しんだ点の一つにマタイ9章

14～17節があります。イエスが食事の席江ついておられた時， ヨハネの

弟子たちがイエスのそばにやってきて「わたくしたちが断食しているのに，

なぜ，それをしないのですか」とたずねました。わからないのはそれに対す

るイエスの答です。 3つの例で答えられていますが， どういう意味のことで

し主うか？､今.……マタイ10章54～37節もわかりません……これば唾何

よりもま.､ず主なる神を愛せエ”ということの教えであると思いますが，その

ために父母，息子，娘たちと敵になるのを神が望まれるはずはないと思いま

す。そのもう－度鍵区したところの意味を教えて下さい，

最も感銘を受けた点は，やはり二つの戒めです。との二つの戒めを守るこ

とができたら，その人は信仰者としての条件を半分以上備えていると思いま

すq隣人を愛することは，わたくしたち一般の人にもできないことではあり

ません。この教えをもし世界中のすぺての人が行っていたら，人とはアダム

とイヴが住んでいたエデンの園のように，神によってつくられた美しい平和

な園に住んでいられるのになあ，などと思わずにいられない気持になってし

まいます。

（註）レポも一卜は普通レポート用紙2～5枚にまとめさせている。

ー

、
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釈迦の思想 （5時間分のうち第2時）

都立墨田川高等学校教諭細谷 斉

、

応壼重言嘉毒雪?競息二菫悪I豆詞
｜｜ ，…‘－ ，． ． ．． ． ， ．－『-鰐_. ．..､.,. _ ． ． 。 ‘ ._. ．一＝ ゼー “ . ． －－． ．－

仏陀(b皿凸a)とは「目が覚めた人」 「真瑳を悟った者』を意味する

釈迦族の王證何不自由のない幕し，但し母は幼時に死亡→長じて

人生に対し無常心をおこす， この世は苦であるく一切皆苦＞と自覚

一心からの安らぎと真理を得たい→出家（四門出遊）するに至る

唖eeeatRendlIw画鵡nt世俗的なもの一切を放秦し修行に専念今

苦行から禅定へ｡-→ついに解脱する〔渥築に入る，大悟成道する〕”

(2)釈迦の教えとその体験

人間（人生）には苦し梁がある（生病老死一人間の苦の事実）その

原因はｲ砿､一う渇愛（煩悩）物事に対する執潜心（人間個体の錯覚的我

執作用にある｡→故に渇愛を滅却せよ，そこに人間糖神最高の境地あり

。浬藥(ニルバーナ）の境地…渇愛(煩悩)の火が焼き尽くされた寂

静の世界（自己の心身活動が，何の障害や誤りなく， 自由自在にふるま

える境地）

(3)原始仏教の教義 根本的立場･･自己と法をよりどころとせよ。

l薑鰯I瀕堯琶擁I柵霞》 …+二縁＝
i苦諦(果） …五蝦, （色受想行識)

四

'一釦皆害’法

”築寂静鮒嘩{撫鳶…八聖征)道仲道）印
ー

”
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＜ねらい＞本時はウパニシャット・哲学を復習した隣人間は瀞神的にどこ

まで高まり得るものなの力、また本当の幸福に至るためには， どのような実

感，体験に励むことが必要であるのかについてb釈迦の生き方とその教えを

手掛りにして考えさせる。そしてこの際に,通俗的γc仏教観念や釈迦の人間

像についての誤謬を指摘し，正しい認識を得させることをねらいとする。

今日の高校生ば一部の特別な者を除け鵺一般に宗教に対し強い関心を持

っているとは思われずbまして原始仏教の祖釈迦の人間像やその教えの中に，
′ ：

自己の華の指針や理想像を見つけようとはしたい。しかし乍ら，釈迦の教
i ・

えには，キリスト教たどとは全く異なる人間的実践道が示されており，その

徹底した世界露識と実習体験は，共に是れ凡夫こるわたくし達にとっても学

ぶぺきものであり，学ばねばならぬものを含んでいる。釈迦は現実の現象的

世界の一切を苦であると認識した。人は健康で富があり，世の中平和であれ
●. $

ば， これでもう満足この世は快(楽）にみちていると思いがちである。し
‘ , ． ； ‘ ･

かし， これらのことはよく考えてみると仮りのものなのではないか。人は死

にたくなくても年老いて死ぬ，誰か死人を見て無常心を催さぬ者があろうか，

否死ぬばかりではたぃ。わたくし個人の日々の心身活動を考えるならば，常

に愛欲の波に，極端から鰯に壊揺し, :気の休まるところがないではないか，

たとえ身に余る財を持っているとしても;心からの満足が得られ説蓉らの
うちに老い果て奥しまうとしたらj人間め生活とは，否そもそも人間とは何

げ 言 ．． . ． 4

なのか｡入間糖神の真のあり方はどのよう次ものなのか,人間の鞘神の目覚

めというのはどういうことなのか，そのためにはどのような実践が考えられ

るのか｡以上のエうな問齪提起し考えつつ,上記のくねらい>を指導して

行く。そして,凡夫だちわたくし達にとっては, －ぅ足飛びに釈迦ら糞意を理

解することも体験することも不可能であろうが,日々の精神を努めて行くこ
とによってb人間糖神が高まり得た簸高の境地く釈迦の体験>が実感的にと

らえられる日がくるか．も知れたいことを強調する。

噸
難
群
群
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＜生徒作文＞ 侭

都立墨田川高等学校2年I蝋

＜鐘の音ﾉ＞

鯆申議渚のつもりのわたくしも今年の除夜の鐘は， イ砿､新たな気持でもで

て聞いた。つい先日めく．り逢った釈迦のことが頭にあったからであろうか。

いや何エリも，鞘神的に大きな動揺期にあり絶えず欲望の渦にあるわたくし

にとって，考えさせられる事が多くあったからであろう。人間に鯉はる百八

の煩悩を追い払うために，力を込めて打たれるその鐘の音の中に,何かなん

とも言えない安らぎを覚えるのは決して単なる宗教上の問題からでiまないと
： ． I

思う。釈迦を宗教家や哲学者として見る人は多くても，糞の入間として見毛

人は少ないのではないだろうか。かれは神と民との仲介人ではなかった。救

世主でも造物主でもなかつ･た。むしろかれこそ紛れもない人間だったので臓

次いかと思う。

王子という当時の最高の社会的身分に恵まれ，それに甘んじて一生を送る

ことは容易であうたろう。しかし，あえてそこから脱出し「匹騎」を理論づ

け実証したことは，かれの非凡なる才によるものだろうが，それ以上にかれ

が人間として生きてゆくことに忠勤姿勢にあづたからではないだろうか。

勿論ﾌたくしは釈迦の一面の否定的な観念に少々反発を覚えるし「苦」とい

うことについても疑問はある。わたくしは若いし，夢もある。欲望もたくさ
． ：

んある。社会の荒波にももまれていない。だから，かれの言う「劃や贈

桑」の世界はわからない。本当の苦しさというものも。しかし，十何年か前
． ：． . , ‘ 1 も、

に父の膝の上で訳もわからずに幽かに聞いたあの鐘の音と，今こうして聞く
｡ ・ 1 ： ． ‘

それとは随分違っている。そして，十何年後かの鐘の音侭もっと違って聞え
， ： 、, Tl ､

るだろう。そして違った意味で何かを語りかけてくれるだろう。その時，わ
、 ： ･

たくしは今』:りざさらに深く釈迦を選癖できるのではないだろうか。……
● b b ｡ ､

、

翌里
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垂徒作文＞ Q

都立墨田川高等学校 2年C組
一

T
I|：

li

i
i
J：

I

わたくしたちの多くは現在宗教に対して無穐心である。無関心であるばか

りでなくわたくしなどは一種の嫌悪感さえ.持っていた。それは一部の宗教団

体に対する嫌悪からきていたのであるが， 自分の側を見るだけでも，現在仏

教がいかにゆがめられているかが，思い知らされたような気がする。倫社の

授業がきっかけになって，はじめて仏教を考える機会を得た。わたくしの心

も，崇散を求めていた。fL陀の得た雨悟り”とは，いったいどんなものであ

ろう｡．この最も大切なところがまだわたくしにはわからない。 園迷いの消去

にいたる道の.蕊”が， どうしてもわからない。もちろん，一冊や二冊の本

を読んだだけでわかろうとするのが，無理なのだろう。しかしそれ以上， ど

うしたらいいのだ。仏陀の生溺笈興味深かった。そしてその人がらは，あら

ゆる人に対しても決して怒りを示すことなく，常に温厚で愛しい態度を変え

なかったという。その落ち着きは， どこからくるのだろうか。仏陀もまた．

苦悩する一個の人間であった｡その人間が,人間的な努力によってその苦悩

から抜け出て，人間の理想の姿を実現したのだ。 「もろもろの現象は移ろい

ゆく。怠らず努めるがよい」。これが(晩の最後の言葉だった。

この現在の苦悩から抜け出るためには， 自分自身で怠ることなく努める他

はない わたくしが受け取ったのは， このあたり前のエうな，けれども胸

にひびく言葉だった。今わたくしはいったい何を信じて生きていったらよ

いの鯛本当にわからなくたってしまっている。自分自身か，それとも神か，

それとも仏陀の説く悟りの世界か。ベートーヴェンは答えた。 『おお，人間

上， 自分自身で自分を救いた重え！ 』 これは仏陀の原ったこととも，一致

しているのではないか。しかし，いつ，本当に人間が救われる噸:くるので

あろう力も ，

ｌ
ｊ
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｊ
ｌ
Ⅱ
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孔子の思想 （2時間分 ）

清治都立小岩高等学校教諭坂本

－＜授業内容のまとめ＞-－一一一一一

景
｜

難………ﾊ職.謹先｜
家は社会生活の基本的単位祖先崇拝中心

家庭・社会生活のあり方の規準

背景 ，

マー;周王室の衰退と諸侯の抗争

現一勢力拡大のため有能な人材登用の風潮

’ (al天の思想一天空にあって下界を支配する天帝，人間の祖先

(b)家族主義-一家は社会生活の基本的単位祖先崇拝中心

(c)礼 制一家庭・社会生活のあり方の規準

②政治的・社会的背景 ，

(aj春秋戦国時代マー;周王室の衰退と諸侯の抗争

(b)諸子百家の出現一勢力拡大のため有能な人材登用の風潮

(2)孔子の思想

①思想の中心一「仁」（人間関係のおおもと，慈愛の精神）

(a)仁一参「忠怒」一自己に対する誠実と他に対する思乃､やり。

(b)礼一人間の具体的行為の規範。仁を実現する手段・形式

「克己僻u－私欲に克って，社会規範に従う

(c)仁の実現一修身（人格的完成)-ﾅ君子

： 仁政（徳治主義）→理想国家の実現

②学問の尊重

(a)「先王の週の尊重一一・｢述ぺて作ら河（詩．書．礼．楽を学

，び，周初の理想の再現。）

. "(b)学問の目的一仁を体現すること。修身．斉家．治国．平天下ゴ

●
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＜ねらい＞中国思想の二大思潮の一つである儒教は孔子を宗師とするが，そ

れは，古来からの民間信仰や家族術i腿周代に組綱上された礼制次ど，風俗

習槙の集積の中に樹立されたものであることから入る。中国思想史上，最も

華やかだった諸子百家の活躍は，周の統制力が衰え，諸候が勢力拡大，制覇

をめぐって抗争した変革期を背景に，狄創的な主張をもって現われたことを

とらえる。

孔子の考えは，学問の尊重から出発する。孔子は「学ぶに如かざるたり」

といって,理想的なものと信じた周公旦の鞘神･制度・慣習を学び,それに

より，安定認和し幸福な社会を実現することを学問の目的とした。そのため

には身を修め，そうした社会に役立つ人格者として立つことであり，それは，

仁を体得することである。仁とは人間の社会的結合の紐帯であって，道徳の

最高原理ともいうべきもので，その本質は慈愛の緒神であるといえる。いい

かえれば， 自分自身に対して誠実であり（忠)， 自分自身にひるがえって他
a ,

を思いやる（怒）こと， 「己の立たんと欲して人を立て，己の達せんと欲し

て人を達する」こと，つまり，常に他人を， 自分と同じ人間として尊重する

糖神であ威この人間の内面にある仁は， 日常の具体的生活の場で実現され

ねば厳ら厳い｡･仁を実現する手段．形式が礼である。礼の意味するところは

人間の具体的行為の規範であって， 「己に克ちて礼を複むを仁と為す」とい

うように，私欲にうちかって,社会鉄序として客倒ﾋさ肱礼によって仁に

至るのである。そして，それは， 「仁をなすは己に上る，あに人に由らんや」

という主うに，各人の自覚にもとづいて，絶えまい努力をはらうことが必要

であり, ．真に仁を体得した人が君子と呼ばれる。そうした君子が為璋とな

って適恵的自覚を雇酷し， （つまり，力によるのではなく仁とﾈuてよって）

社会の平安を麺購る･よう主張した。理鼠論的であるが，現実生活での実践

を重視した点を明記したい。
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＜生徒作文＞ １
１
１

都立小岩高等学校2年1紐

孔子の説いた｡｢仁」，そ.れをこの世の人びとが，真に逼癖し， 自から行う

ようになったら，この世は平手hで，争いや， 罰擁で醜いこと,は起らなくなり

安らかな仕堺力漢現するだろう。しかし，今の人びとに,忠恕つまり， 自

分に対すると同じような誠6，思いやりをつくす気持があるだろうか？､蛍た，

社会のとりきめ，礼儀を守って行動し上うと努める気1勃怠あるだろうか？

多くの人にはないであろう。ぼく自身「おれはどうだ」と間うてみても，胸

をはって,［そうしようと努力している」とはいえない。また，努力L.ても

自己の欲望，利益におしつぶされてしまう。今世界の注目となっているベ

トナム戦争だって’昨」の糖神をつくしたら，たやすく理燕されるだろう。

そして,交通事故の悲劇,tl会犯罪.貧困の苦しみもなくなるだろう。そう

した現実社会を考えると，人間の欲望①強さ，大きさを思い知らされる。人

間は生れながらに欲望をもち7そしてその欲望は次第に大きくなっていく。

だから実際に「仁」を身につ，ﾅ，行いうる人は，ほとんどいないのではない

かと思う。しかし’実現が不可能であっても， 「仁」に向って進もうとする

ことは'大変よいことでI主ないだろうか．人々が承んなう 「仁」を寒月しエ

う･と努力し，政治家や企業家，その他社会的指導者が，仁について興味を

もち，関心をはらい， さらに学ぶようになったら， どんなにその社会は生拳

よくなるだろうと思う。自分自身を大事にし,愛するこど幟，だれでもする

こと嬉それを少しまつ，周囲に押し広げていく:ことb考えて.みれば，決し

て，全く不可能ではないよ．.･うに思える。 、 ：、 ‘ 『

（感想）孔子の理想論的な徳治主義と同胞愛（人類愛）を現実から遊離した

ものと感じながらも，全く無意味とはせず,そうした努力をはらうことに；
鱸を見つけ.現代の諸贋随の解決の手溌かりをさぐるという受けとめ方ぱ
この錐に仮胸､を教唆したことだろう。

、巴
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＜生徒作文＞

都強j岩高等学佼2年2組

一
難
錨
出
窓
蕊
撫
鐇孔子｛準文の時間に習ったというだけで，別に興味も関心もなかったが，

授業で孔子の考え方にふれ， 自分で「誇語」を読んでみ上うと思った。下村

湖人の「論語物濡」を読んでみた。最初は何となく抵抗を感じたものの，意

外と読承やすく，頁が進むにつれ孔子の人柄にひかれて一気に読んでしまっ

た。そして，読んでいくうちに， 自分が孔子と問答している弟子のエうに思

われて，孔子の一言，一言にハツとさせられることが多かった。なかでも，

「巧言令色．鯛二」， 「剛溌k論．仁に近し」という･ことばが心に残った。

孔子ほ弁才力;あり, 口先で相手の様子をうか産いながら， とり入ろうとする

人エリ，むしろその反対に，言察少く，愚鈍に見えるが，ひたすら師につこ

うと.した弟子を愛したのである。わたくしはすぐに，わたくしの友人のこと

を考えた。その友は， 自分で認めているのだが， 口ぺたであり，あまりしや『

ぺらない。そうした態度が，わたくしには， しばしば冷たいように感じられ，

「この人はなんて冷たいんだろう。無愛相で，なじめない」と思っていた。

わたくしは，人は無愛相ではいけ左いと，何のためらいもなく思い込んでい

たのだが，孔子のことばで考えなおすうちに，その友の0 口では表現しない

やさしさ,、意志の強さ，思慮深さを発見した。その反面自分はどうかと思

いかえすと，人に気に入られる上うにと，そればかり考えて， 口先だけのこ

とを言っていたのに気がついた。何ということだろう。わたくしはもう一度

読みかえしてみた。そして，そこに述べられている孔子の，謙虚な中にも自

信に満ちた生き方b考え方に，あらためて深く心を鋤かされた。孔子のおか

げで，わたくしはわたくしに足りなかづた大事なものを見つけたような気が

するっ:そして，他の人たちにも，孔子の今に生きていることばを運癖しても

らいたいと思・参ている。

(感想)孔子の日常生活での実践を重貌する面を受けとめ， 自分自身のあり

方に反省を加えて6新な発展に向っているざ． “』

d 9
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I 孟子と葡子の思態 （2群5分）

都立赤城台高等学校教諭‘御厨良一

－－－．－－－－－…一一一＜授業内容のまとめ二一一一

(1)孟子の思想一性善説にもとづく主観倫理の展開

①人間観性善説一人I聞の先天的良心を確信

L,四端の心をもつ(側鰭,緩悪,辞謹,緋）
－（拡大）一>仁・義・礼・智の徳

鮒徳論埠璽覚←議子の四徳に漢代の董仲静が信を加える，
L今人生にﾈ:ける対人関係を五種に整理し,.その間に

， 、われるべき「相互の」 「人間としての義務」

「父子有現瀦臣有義,夫婦有別,長幼右序,朋友有信

③政治論 鞘道－－権力に依存する政治一人曙ま心服せず

行

」

よって行う政治一人民は心服

確保．租税の軽減などが大切

論天命（世論）が有徳の王にくだる

(2)葡子の思想一性悪説にもとづく客観倫理の主張

①人間観 人間は社会的存在 「人は群する存在」

性悪説一人間は本性上禾妃的・嫉妬心．怠憎､を

理由：善を求めること自体，悪である証拠

②道徳説本来悪なる存在一教育に上り礼義に上っ:て教化の必要

社会的存在一一客観的な道徳規範が必要

L－→礼の重視は,－やがて法家（季斯韓非）の思想へ。

’
ｰ

も

－

一
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１

’

＜ねらl>孟子と葡子をとりあつかう場合にばj三つの点を強調したい。

まず，第一点は儒学の発展史上におけるかれら二人の地位である。すなわ
。 ： ． ．; .；

ち，孟子は孔子の仁を数桁する主観学派の代表であり，葡子は礼を中心とする

客観学派の代表であるということ。そして，筍子の思想は，門人の李斯や韓

非によって法家の思想として発展せられていくということ この上うな儒

学史にしめるかれら二人の地位をつかませたい6

第二点は,孟子と萄子における人間観の相遠点である6前者は性善説の立

１
１
．
１

I

l

l i 「 ↓

’

I

ド

I

1

1場にたち,後者ぱ性悪説の立場にたつことはいうまでもない。しかし,古来

両者の人間観の相違をこの点にお(､七のみ強調し， しかも性悪説を主張する

ゆえに,葡子をひくく評耐る傾きが主流をしめることは問題が多いと思う。

むしろ葡子の｢社会的雛」としての人借槻定は高く評価されるべきであり

そして， このように人間を規定すればこそ，主観倫理たる仁を強調するより

も，礼を客観的倫理規範として重視し，個人倫理よりも社会倫理を主張する
にいたったのである。その人間規定は次のようになされている。 「水火は気

あって生なく,章末ぱ生あうて”く,‘鋤は知あつ;て義なし｡人は気あり，

生あり,知あｳ;蕊泌識り｡故に最も天下の貴と旗ろ｡力は牛にしか
. 。 0 ： －． ･

ず,走ること馬にしかざるに，牛馬の用となるは何そやb曰く人は能く群す。

かれﾙま群すること能わざれぱなりと。人を何をもって群するや。曰く分すれ
ばなり｡分次鶴嘩七行なおるるやさ日く嬢をもってたり.故に義をもっ
て分てば和子6為抽ほことなり｡､一ち獲れば彊し,謎ければ物に勝つ」
(静:王制>勘人間規定k限らず,萄子には合理主錠的･層譲主鋤
一面のあることほ醗捻ない｡乳孟偏重に心をうばられないようにしたい。

｡ f、 . ． ｡ ＝ .． . . ,

第三点は,孟子のもう民主主装的な理輪易姓革命論も高く評価したい。
・ ・ ず.. ， ． ‐．

その革命淵毒｢｢天に･iｺ沁入をして言わしむ｣"という世論重視や朝日
新聞のコラム欄「天声人卿などと関連させれば，天命という概念も理解さ

せやすくなるであろう。

1

1

r

I

1

〆

I

I
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誕登徒作文＞

翻立赤妖台高等学校2年6組

孟子は，人脚ま本性，善におもむくように生まれつL.･ているという「性善

説｣を唱えました。その理由をか五は「人絢は生まれながらにして櫛臆の心

葦悪の心， 舌轄誕の心，是非の,心， という四端の心がそなわっているから.であ

る」としました。それゆえ「人間がこれら天から与えられた心を大切に育て，

欲望に主って曇らきれることなくそれを自分のものとして拡充できれば,仁

義礼智となる」と考えました‘，わたくしはこの孟子の性善説に賛成したいと

思いま灸そしてしっかりと自分の心にとめておきたいと思いますbなるほ

ど，萄子の性悪説には理論齢にはおもしろいし，孟子の性善説に対する批半d

を読んでみると，なかなかしっかりしていると思われます。しかし，わたく

しは人間は，生まれながらに．して善であると信じた､、のですb .

はっきり言えば，人間を信じたいと思うのです。この世に悪人がいるのは

事実ですが．それは鎮魂に主って悪におもむいたものと思います。たとえば，

森の中でおおかみに育てられだ子供は， まるで、鋤勿のようであって人間ら

しいところはなかったそうですもこれば四端の心をもっていながら，おおか

みに育てられたために，人間らし、､心をのばすことができ・なかったのです。

あたたかい人間の愛に上って育てられた子供はおのずから四端の心を大切に

育て工うとし，善におもむくと思います。この世の悪人，すなわち他人の心

を思いやらない，悪を恥じない，他人を尊敬しない，善悪をわきまえないよ

うな人間は，人間には生まれながら・四端の心がそなわつ.ていることを知ら

ない，あわれな人間であるが，譲境のためそれをのばすことができなかった

気の毒な人であると思いますも人間は,生まれながらにして四端の心がそな

わっていることを知りoその心を大切に育てようと，努力する人は善におも

むくのであり，知らな、、気づか・ない人は．悪におもむくのではないかと思

いますも

1

、

二一 －－
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＜生徒作文＞

都立赤城台高等学校2年6組

一
蕊
溌
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
辮
蕊
蕊
綴
蕊
鍵
蕊

一

人間の本性は何か，ぼくは孟子・萄子・告子について考えてみた。性善説

については四端の心,こういったものが人間に生来備わっているとしたら，

すばらしいと思うが，二三才の子供に他人を尊敬したり審怨をわきまえる

ことが可能か， また他人を思いやり悪を恥じる心があるか， とうは思わない，

性悪説も意味は逆だが同じことがいえる。ここで当時の背景をゑた。当時は

戦争が絶えず，秩序は乱れていた‘，国と国だけでなく個と侭の関係も強肉強

食だったと(､われる。そんな時代であれば性悪説が出て来るのもうなづける。

次に二説を比較してみた。二説の梧異点は性の解釈の差である。孟子の性は

「心」を意味し，葡子の性は「欲劉を葱味している。次の相異点は孟子は

非常に理想的で葡子は現実的だということだ。だから前で述べたように孟子

のいう通りならすばらしい， しかし実際には違う。人間の性が善なら聖人や

君子は必要ない。理由は天性は不変だからだ。葡子が舞夷的だということは

あの世相が乱れていた時代背景の中から生まれてきたというところからも分

る。次に二説の合致点をあげて,みたい。それはどちらにしる天下を平和に治

めるのを目的とした主張だということだ。だが目的に違いはないが,、 どちら

の説にせよ人間の性を善とかで-律に規定するから無理が生ずると思う。が

政治理瞼ではどちらの説が現代で通用するかというと，葡子の説をもととし

た方をとる。ここで人間の性とは，善でも悪でもないと主張した告子をみ主

うもかれは人間の性は，食欲や色欲の上うな動物的本能だとした。かれはよ

く同年代醗子と議捻したといわれる。結局,孟子に問も詰められ,支離減

裂な返答をしたというも結局ぼくは三説のなかでは,告子の説に一番共鳴

を受けた｡､蓋訟どに比べて,な令皓子が一般に受け入れられないのかと思
乞 . ； ・

う｡ぼくは人間の本性は,．告子の説と，当時あったといわれる人間の本性は

譲境に上噌って善にも悪にもなるというと.とをプラスしたものであるとﾙ､う考

え方が正しいと思う。．
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1 老子と荘子の思想 ( 1時間分）

‐

、

私立日本式学第二高等学校教諭小笠原悦郎

－一一一一一一一一一一一一く授乗

(1)老荘思想と儒家思想との対比

仁と道，形而下的と形而上

， 人間関係と人間関係を成り

勺容のまとめ＞-－－－－

的現実と現実を超えるもの

立たしめるもの，など-．→図解する

(2)老子の思想

①思想の中心一道〔タオ）＝無・無名（名づけようがない）

②存在論について

(J相対的にとらえている

I)ノ ン癖寸を超えた実在として道(.タオ）を考えている

③生き方について

(a) 無為目魚 :.無為＝作為・人為（偽）をさけること

：’自然＝自らそうなる〔然る）ところに従うこと

(bl柔弱謙下 ：．柔弱＝剛強に対し， ソフトムードで接する

；謙下=尊大に対し,ヘリくだった灘で接する

(c).嬰児に帰れ:赤子のように天真らんまんに生きること

④国家論について

理想国家一小国寡民

（3）荘子の思想

①道一一天地自然の理法 （老子の思想を発展させる）

③真人一自由の境地に遊ぶ人(理想的人間像）

ー

、
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＜ねらい＞まず， ､儒家思想を復習することからはじめて，道家の思想をク

ロ→<ｱｯブする｡ここで篭という意味が一般的な蓋という意味とまったく

ちがうこ韓,薄『老子』からの引用によってわかりやすく説明する｡説明の
しかたについては，都倫研五周年記念版（清水譜続）の煎道”の項を参照さ

れた1‘も

相対は絶対に支えられて栖吋であり，絶対は相対に支えられて絶対である。

美は醜があり，善は悪があるから，それぞれ美とか善とかがいえるので’ こ

のような関係を；繊j関係と表現せず， 側相待関係”といえば’文字から受け

るニュアンスによってわかってもらえそうだ（←上掲密画相侍”の項）。

およそ，すべてこの世にあるも.のとととは，相対であり，相待を相待たら

しめているものを，仮りに名づけて道（タオ）といったものである。

道は′その働いた軌跡だけしかとらえる星とができず,働きそのものも，

存在そのものもわからない。しかし，道はどこにでもある｡"どこにでもあっ

てjこれといってさし示すことができ厩､， というような否定のかたちでし

かいえないから， .道は無（どこにもない）とか無名（名づけようがない）と

もいわれる｡.この点が授卿中心となる｡

このような理解の上に立って,それでは具体的にどのように生きればよい

のかという;方にうつる｡すなわち.道を体樗〔鋪）した生き方というのは

無為自然の生き方でb心のもちようとして，水のように,赤坊のように，柔

（やわら）の道のように,生きることである。 ．

これを政治または政治家におよぼして考えるとき， 「小国寡民｣の社会

が連盟とされ，君主は「無為自紺を実践すればよいことになる｡￥ ‘ ､

荘子については,た'ら入完た説明はしない。儒家が理想とする人間であるγ

「君刊に対し，荘子は「真人」をとりあげ，理想とする人間のあり方を説

明すればよい。老子のあとをっ謎神仙思想として発展させも 日本の思想に

影響を与えた点に触れれば，さらにのぞましいと思う。
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5.1

垂徒作文＞

’私立日本大学第二高等学校2年C組

老子の中心思想は「道」である。艤家の孔子が現象界(MIj下）のもむ》て
． さ： ． ．

ついて現実的な「仁」を説いたのに対し道家の老子は宇宙の械本原理につい
。 ． 6 ・

て践念的な「道」を説いた。道とは人償鰯係を含めてこの世のいっさいを成

りたたしめている現実を超えた宇宙の根本原理で， ここあるそこあるとわか

るものでなく，その跡しかわからない。名づけようカミなく無とか無名とか呼
. ！ ダ ‘ ‘ ． ， ､

ぶ･しかし， どこにでもある。その働きは無為自然である。この世の中のす

べてのものは相対でなく相い待つところの才購関係で成りたっている。

老子は道に合したつぎのような処世法を説いた。まず第一に,嬰児に帰匁！

赤ん坊のように天真鰯曼に生き，虚偽虚飾もなく，知恵や技巧も捨て欲をた

つ，第二に人為作為をすて， 自らそうなるところに従う。まさに無為自燃

である｡第三に柔弱識,剛強に対しｿﾌﾄに接じ,尊大に対してへり下っ
た態度をとる。自ら誇らず，つねに謙虚で争いの心を持ってはいけない。

自慢は芸の行きどまり（老子)，誰でも自慢や自惚れはありま式けれど

その自慢を成長へと育てていくためには人に自慢された時のことを考えてく・

つと食い止める修業をすることが大切だと思う。また， よく敵に勝つものは

叩き合うことをしない。人使いの上手な人は良く相手の下に立つ。これ,を

「不争の徳」という（老子)。一口にいうなら「水の如く生る」ことである。

以上の三つが老子の処世法だと思います｡老子の思想は一見"､､消極的に思わ

れますがむしろ稜極的です｡決して自分を曲げることでなく, :相手を考え自

分を主張することで常にその場に素直に生きることです。そこにおのずと道;’

徳ができるのです。相待関係を意識し利害得失を超えた相手との協鯛調和§

つまり鴇の自覚が道徳であると思います｡わたくしにとってこの勉強は生き

る道しるべとなる考えです｡

ｰ
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＜生徒作文＞
一

私立日本大学第二高等学校2年G組

－言

「週は，宇宙の本体。 ､根本原理・現象界の根元をなすあるものです。ま

た，本来は道路としての意味ですがb儒家はこれを人間最高の行為の規範

（手本）の意味に用いています。言いかえれば「道」は，人間の生活におい

て，一番「かしこい」または「価値」のある方法を言っています。

老子は，対人関係を処理していくうえに，柔弱諏下の徳（道）を説いてい

ます｡かれは,対立物を相互軟化するものとして考えているから，剛強に対

して，柔弱を選んだのだと患いますもよって闇i；強に対して，ヘリくだり， ソ

フトムートで接し，思いのままにする。そうすれば， ･争いはおこらず「道」

の働きに，一致しま九

無為自然･嬰児に帰れ．の癌これは，まさしく随」の働きと一致する

もので灸人為‘作為を･もない。自然の法則に従って,赤ん坊の上うに，無

欲・無心で生きていきなさいという.ことです。言いかえれば，行為をしよう

とする意志を持たずに， しかもすべて成し遂げる。勝つと思わず勝てという

ことです。人為・作為の力は，万物を流転させる自然の力（道）に対してど

れほどの力を持っているだろうか，持ってはいないと考えるからです。自然

の力は偉大なのです。

自然に結ばれた繩は，結び目がないから解きようがなく， 自然に出た言葉‘
： ． ：

には失雷まありません。赤ん坊は, .朝から晩まで泣き叫んでも声がかれない

のは，すべて自然に順応している証拠です． 、

仕事をするうえにおいて， 「むり」なく「むだ｣･なく「むら」なくと言わ

れます。このことは,総自然聡のあらわれだと思います。 ”自然に従っ

て生きる”これが墨高唯き方だと思いますも
わたくしは「知」の限界を知って，徳〔性格の道徳的価値）を自覚して水

のごとく，無為自然を心がけるようにして成長したいものだと思いま式
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I ルネサンスの思想 （ 1時間分）

穣衰千議丘高等学校教職渋沢芳三

一一＜授業内容のまとめ＞一一一一一一一一一→
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’(1)ルネサンスの語義と時代
l

①啓豪主義的ルネサンス賎（ブル．①レオナルド・夕． ・ヴィンチ

ック,､ﾙﾄ, ﾐｼｰﾚ)の批惑一新らしい自綱_‐
②ルネサンスの動因 ｜沙ｴﾗﾆﾑ象
(a瀝史的主駒因 ---良心の自由一息

自給…閉鎖的糊餓言③ビ"､デﾗ. ﾐﾗﾝﾄﾗ
崩壊（修道院の生活に象徴)！ 一一人間の尊敬一一

應嚇雑撒市…｜④言等ｱク≦リ

（"絢雌蹄騰)|…_一.(bl内発的動因

”…術…雲， ｜鮴,"霧＊
－懐疑と寛容一

中世スコラ的秩序の解体

一欲望の肯定一一

蕊
・ ・ I ネデーーー「廷臣鏡｣

ﾋﾟ ｭｰﾏ雲ズ泌の紳相 ： ！”ｱｳﾒﾄ的人間の蕊生え ゞ

唯名論と魔術のゆさぶり
①

)中世スコラ的秩序の解体

I

(2

(3)ヒューマニズムの種々相
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＜ねらい＞（1Mま導入部啓蒙主義的中世観およびルネサンス観に片寄らぬ

こと。ルネサンスも長戴にわたり，広域に及ぶ多面的な連動であるので，単

にイタリア＝ルネサンスに限ら説単に楽天的な人間解放の運動と決めつけ

ないように。

世界史の学習内容を想起さ･せながら，中世思想の復習として催適亮生活の

理想とスコラ的世界観（とくにその目的論統一的な秩序観・信仰の客観主

義など）をトマス説について想起さ趣市民社会の勃興によってどのように

変化していくかに見透しを与える。

人『上越自の価値がどのように自覚され解放されていくか，中世の目的論的

自然観がどのようにして機械論的自然観に変わっていくか, さらに世俗的社

会の自律的法則がどのようにして意識されていくかを，いくつかの識を辿

毎て多面的総合的にとらえる。

授業が単調で抽象的にならないように重点を絞り，資料を併用して具象的

に指導する。たとえば， (3)の①の夕．・ヴィンチを解説することによって，②

～⑥はその展開傍証として扱うことができる。 「モナ・り刑「最後の晩餐」

と中世絵画（聖者の肖儀面がよい）を比較しながら，ダ・ウィンチ.の隠蟻的

科学的認麦，無限への意志，方法や視点の意識，モナ・リザの市民住官能

美その他を指摘することができる。また中世侭統も併せて指摘する。かれの

手記から自然や物質の見方を取り出し屯それがコペルニクス，ケプラ一

ガリレオヘと継承され発展されることが説明される。 ： ：

ルネサンス期のいわゆる普遍的教養人は，混乱分裂の渦中での妥協的産物

であり，身分的および職業的に定位置を持たない文人のデイレツタンテイズ

ムにすぎない。普遍人はダ・ヴィンチのような職人において体現された｡、

ルネサンス期に挺生する近代人の正体はシユペングラーのいわゆる「フア

ウスト的人剛である。ゲーテの「ファウスト」を資料としてその無限追究

的瀞志的作業的．懐疑醜虚無的性格を説明する。

蕊
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＜生徒作文＞

都立千歳丘高等学校2年3組

ルネサンスの思想のところでは，いろいろの人が出てきていろいろなこと

を考えているので，ぼくには混乱してよく理解できなかった。とくに思想と

なるとどうも抽象的でわかりにくい。しかし，レオナルト'・ター・ヴインチに

ついて，先生が「モナ．リザ」の絵を見せながら説明してくださったので｡

比較的よく理解できたと思う。

ﾓﾅ.リザが一市民の奥さんで,中世の肖像画には決して猫かれるととが

なかった身分であるが，市民が麩の題材にたったところにルネサンスが市民

階級によって開かれた時代であることを示しているとか，背策に奥行きの深

W気策が猫かれているのはこれもダ・ヴインチの特色で，無限の窒鬮を追究

しようとするルネサンス期の意識のあらわれである。また通児図法の構図も

この時期の特色で幾何学的に世界を処理しようとするあらわれで，中世の空

間の表現は平面的であった。しかも透視図法の視点が決まっていて， この視

点から一挙に空間全体が見渡せるようにな高ていぁが， このことは自我意識

に通じることで， 自我が方法を使用して世界を識議しようとする近代人の意

識のあらわれとみなすことができる。

このような先生の説明で中世の考え方とルネサンス期の考え方の違いがよ

く理解できた。今までぼくは絵が好きなのでよく観るけれどb こんな見方を

したことはないので， こういう見方もあるものかと感心した。しかしあまり

説明が割り切れているのでb こじつけではないかと疑わしくもなごた。

ルネサンスの人たちにくらべて，現代のぼくたちはあまりにも社会のわく

にはまりすぎ・職業力噂門化しすぎていて人間性を失なっているように思わ

れる。

議了:と』
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＜生徒作文＞ ’

’
都立千歳丘高等学校2年5組 l

l

I

わたしはルネサンスの思想を学んでから，人間というものにいろいろ疑問

を持つように.なりました。

人間は歴史と.とも･に進歩して，だんだんと幸福になるものと.眉っていまし

たが，ルネサンス時代から誕生した近代人はファウスト的人間であるという

先生のお話を聞いてから，近代人はかならずしも幸福とはいえないのではな

いだろうかと疑問に思いました。

なぜなら， ファウスト的人間は，世界の原理を無限に追究し， 自分の意志

の力を篭吋視し，あくまでも活動的積極的に自然にはたらきかけを人間だけ

れど，けっして自分で満足することがなく，確信することもできないで， ま

すま・す疑い深く迷いつづけるニヒリストだからです。わたしはこのような人

間はけっして幸福にはなれないと思います｡わたしたちも自分の心のメフイ

ストにそそのかされてますます堕落したり迷ったりしなければならないでし

ょうか， どうしたら迷いからぬけだすことができるかわたしにはわかりませ
ん。

先生はルネサンス時代の人は個性的だったが，現ft人は個性を持つことは
むずかしいといわれましたが，なぜでしょうか，わたしにはそうは思われま

せん｡現代人も人それぞれちが零た個性を持っているのではないでしjうか。

ルネサンスは天才の時代だともいわれましたが，今でも天才はいるのでばな
いでしょうか

． 。 .

ダ･ヴインチの思想はよく露弊できてたいへんおもしろいと思いました。

絵画の見方の勉強にもなってひじょうに興味がわきました。

’

l
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教改車の精衿宗 （ 1時間分）

都立大山高等学校教諭中村新吉

－－－一一一一一一一一く授業内容のまとめ＞一一一一一一一

（1）宗教改革の歴史的背景

①中世ローマ・カトリック教会の世俗的権力からの人間解孜

②個人の自由意志の尊厳さの自覚－－商工業など中産市民の台頭

③教会の堕落・分裂免罪符の発症僧官職売買

（2） ルターの考え方

①内面的信仰の重視

(a)脂仰によってのみ義とされる」（信仰義認観)=パウロの糖神

(b)教会の権威の否定一善行（教会の形式的駿式・戒律）の否定

’

’

(Cノ キリスト壱の目田一.f'fjの:疑莚1畠しつ

②聖番中心王義一自己の良心から福音の内在化一万人司努

カルヴインの考え方

①神の意志に基づく予定一神の絶対化一教会組織の否月

③神の聖意にかなう-→おのおの自分の職業に楽欲的に労慨

→営利の肯定一ぅ近代資本主義の糖神一う職業召命説

宗教改革の結果

、フ･ロテスタンテイズムの倫理一勤勉・倹約･祈りつ純蕎

一過戦業の平等一骸現世的な産業市民社会の信仰

、宗教戦争一新教と旧教との対立（ 100年にもたぢ）

③ルネサンスとともに近代的自我や人間尊重の精神の確立に

る

きな
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一

＜ねらい＞宗教改革の迦勤とその輔神を展開するには，たんに，ルターや
カルウインの代表的改革運顛家の上這張を教えるだけでは抽象的になる。
宗教己騨連動がなぜ起きなければならなかったかという歴史的.社会的．
地理的背景などにふれたいものである｡蒔に,一般市民に土地の寄迫をさせ
たり，税をとりたてたり，僧官売買によ（巨大な利権の源をつくっていた
ことは是非教えたい。たとえば'･金さえ払えば殺人の罪さえ赦免した法王イ
ンノセント8世の購罪金の制など具体的に展開し， さらにローマ法王に対し
ドイツ・フランスdイギリスらの政権･調監・地方教会．農民が独立自由を

0 "

求め反抗と対立の状態にあったことも忘れてなるまい。
ルタ・--の宗教改革運動は，直接にはレオ10世の利積手段たる「赦免糊
への挑戦によって始まるが，剛妾的には，敬浅な修道士としての生活体験か
ら発しているごと，パウロ主義への復帰による信仰の本来性の再確立にあっ
たことに留意して展開したい｡ ．

“,｡

すなわち，神を愛し神を信じ．靴かに救いがあることであり,勃徳がある
&いうことである｡教会に,ただ雌･納税｡蛎鑑ば｡漕官にょ｡て救

6 , 、

われるのでたく’人が直接に神と結びつくことである。 、｢すべての人は祭司
である｣というところから‘ 自己@職業への勤勉と信仰締とが一致する。
このﾙﾀｰの信州現を受けつぎながらも,謎的宗教鰄鯉動を下層農民
とともにおこなったトマス・ミユンヅエルを通して， カルヴインの改革運動
とその榊蠣開したい｡ｶﾙグｨﾝの思想は表説と職業召命鶴とが織理
的体系を仁しているので, 蕊癖な予定説を充分に研究した上で教授したい。
また， カルヴィンがスイスにおいて神裁政治を行たい,教会や僧官を規制
し，教会民主制を通じてその考えを具体化したことを忘れてはなるまい。
最後に， ’とかく，宗教改革の承を展開すると，すぐ蛾はカトリシズムが
なくなり’ プロテスタントの時代となったと思いがちなので，その後の宗教
戦争や反宗教改革運動にもふれておきたいものである。

繍
ー声
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＜生徒作文＞

都立大山高等学校2年9組

マルチンールタ一がレオ10撞の免罪符賜読に反対し， ？5ケ条の提賭を

掲げたが，自分のこのような行動が宗汝泣革学､と発展していくこ.とを予斯し

ていたであろうか。 L､なである。むしろ，ルターは消極的であった。たんに

信仰の面においてのみであった。つまり， 「衷理ゾ､の愛と真理を明らかにし

ようとする念蜘から掲示されたものである。当時は，すでに卜･インの教皇

権や皇帝椎bも衰退しつつあったにも拘わらず，それに反対しなかったこと.か

らもルターの問題意識の限界がわかるのである。 また，かれは， 「キリヱト

者の自由は，あくまでも霊的・内面的なものであって，人間の政治的．社会

的解放とは何のかかわりもない。」といい，農民戦争に対しても，反乱淡民

を「殺人強盗則とののしり， こんな悪魔の手先きどもは「狂犬同様に絞め

殺してしまえ」といづて非難したのである。神学者であるルターがカトリッ

ク教から不純物を取り除いたのは→メミ功紋であったが，それはルタP－を利用

しての諸勢力の利害がもたらした力によると熟なければならない｡かれの運
動は， どこまでも卜･イッの君主備鈎におけるもので，近代的な新しい歴史的

媒質のなかで行次われたのではなかったからである。

とはいえ,ルターの連動が圭健社会を大きくゆさぶり，変化をおこす原因

となったり，近世初頭の糖神遮鰯館2のきっかけとなったことは注目すぺき

であろう。スイスにおける宗教改華者カルヴィンは，ルターよりもはるかに

神への趣寸帰依とともに，教会政治のもとに穣極改革をすすめ， 諒數的生活

と世俗的な日常“業雪舌とを一体化した点で後世､の役割が大きいと思う。

現代においては'崇散というよりも宗教的な純粋さ．信念みたいなものが

失われつつある。ルターにも限界はあるが．腐敗や堕落や非人間的なものへ
の勇気をもったブﾛﾃｽﾄは高く評価されなければならない.

撫蕊，‐
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＜生徒作文＞

都立大山高等学校2年7組

わたくしは，宗教改革連動については歴史の流れの上でbばく然と暗記し

ていたにすぎなかった。そんな状態から，友だち数人と共同研究に入ったの

である。当秘あまりにも興味という力揖心がなかったが，研究してゆくう

ちに，つぎつぎとひろがり，たちはだかってくる歴史白樋制と個人との生命

をかけたなまなましい戦いに心魂をゆさぶられる思いがましてきたのである。

このわたくしの心魂がゆさぶられるにつれて，鎚業で発表するための研究で

ア仁く，いつか自分のこれまでの生き方と結びつけたり，現代人の鮒朝と結び

つけて，つぎつぎに資料をあさるようになりました。偉大な．人物の生きた過

程や考え方はやはり尊敬し吸収しなけ､ればならない多くの点をもっているが，

わたくしはルタ→ツヴィングリーラカルヴィンによって， 自分のあり方を
●

変革させられたと，いま感じているし，それが強烈であっただけに｢輪・脚

を学んで新しい世界をたえず指向できる目をもつことができたことを尊い経
験だと感じている。

わたくしは， とりわけ興朱をもったのは宗教改革運動が全ヨーロッパに政

治的.社会的面においても革新運動として展開され,古い権威と権力を固持

しようとしたローマ・カトリック教会との抗諦宗教韓争であ季た。
ナントの勅命が出るまで約100年間の血の戦いは， 自由と寛容の問題を

通して，人間の弱さとみにくさを痛烈に感じさせられた。現代における，社

会王義と自由圭義との戦いや抗争以上のもののように思われる。フランスの

あの「聖バーゾロミューの夜」の惨劇を思い出すまでもないbわたくしには’

今織「人を殺すこ．とは教義を守ることではない。それはあくまでも人を殺・

すことなのだ°」とさけんだバーゼルのヒューマニスト， カステリオンの叫
：

びが強く胸に刻印されている。自己が正しいと絶対的に主張しあうことから

くる非人間的手段の行使毎-画惇それﾙま絶対にさけなければならない。

－

－－

_:蕊灘
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都立深jII高等学校教諭田中 正彦
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＜ねらい＞デカルトに限らず，倫理・社会のねらいは， た聖「考えさせる」

ことだとわたくしは思う。 ‘つまり，現代の大衆社会に育ち，王体性を失って
’ ； ・ ・

いる青年達に， 「思考の自立性」とでもいうものをとり戻してやることであ

る◎

デカルトの思想は，内容も方法も糖密で高度であり次がら，説輯に時間を

菱さなければならない獅な用語も少く，哲学を始めて学ぶ高校生の素朴な

思索に直鍔吉びやすく，高度な思索への入門にはもってこいだと思う． ､

方法的凄疑の思索の中で，デカルトが「自分はここに本当に存在するのだ

ろうか。夢を見ているのではないだろうか」'と考えるようなことは，生徒達

も一度は考えたりするようなことであるらしい。それを雲路整然とやっての

けるデカルトの思想にふれて， まずかれらは感激す,るようである。その理瞼．

的糖密さを理解できず,‘単純に誤解し，素朴な掛荊を加える者も多いが，そ

れもまた,理論的思索への一歩をふみ出すことになるのではないだろうか。

後記の嬢想文の二番目に載せた女生徒の文などは，一派の大思想家の考え方

とも共通していないだろうか。

デカルトは’方法戯綾疑において，感覚によって知る鞘勿の存在や，数学

的真理を疑って，虚偽なものとして斥けたすえ， 「わたくしが疑っている」

という弱置は否定できないとして， 「わたくしは考える:6 ,ゆえにわたくしは

ある」の命題に到達したのであるが， このことから「わたくし」という実体

は「考える」ということであって， 「かかる実体が存在するためには．何ら

の場所をも必要とせぬし，何らα功質的なものにも依頼せぬものである」と

して’糖神は身体か.ら独立して存在するという物心二元瞼と，身鰄さ域びた

からといって精神が減びることにはならないという霊魂不渡の考え力電き出 ： ，
されるのである。

このよ-うな考え方も,…高校生の素朴な問題意職に閏ソ久リする内容である。
青年期は人生のはかなさを感じ，宗教に関心をもち始める馴であると思う。

生命の永遠性についてあれこれ考え，有神臨無紳輪のいずれかに自分の信

念を固めていくことは，ある程度さけられないことであろう。 ．

鵜－
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＜生徒作文＞・

都立深川高等学校2年4組

わたくしはデカルトの思想の中で，一番印象に残っ先のほ, l-われ考う ・

ゆえにわれあり」という言葉である。 「自己の存在は疑うことのできない頁

理である_lというのが，デカルトの始めて真実であると認めたことである。

わたくしはかれのように，疑わしい知識はいったん全部虚齢だとして，そｵ、

から哀実をきわめていくおりも，ある知識が偽であったとしても，それが儀

~Cあることによって世の中が全く混乱のうずになるととがないならば，その

知識を信じてもさしつかえないのでは次いだろう’か， と思う。また，それが

隣であるかどうか」などということは誰に判断できるのだろうか。いや，そ
れ吟は偽で真でもないのかもしれない。つまり， ；縦や感じ方汰どば人それ

ぞれ千差万別であって. .ある考え「との花は赤だ」といっても，ある考え怪

「それらは青だ」というかもしれないこの場合どちらが正しいのだろう。見

た位瞳，囲りの環境， これらの違によってもｵ謎が生じてくる。この例では

どちらも正しいのではないだろうか。だから，数学のよう次学墹，つまり答

が一つに限られて.､､るものに対して，真偽を見分けるのであるならばうなづ

けるのである。

、また,､デカルトが世界を客観的に見るところの王体である「われ」という

ものをはっきりつかみ，かつその「われ」の生きる道をは毎きり定めた， と

いうことについて，わたくしは深く感銘した。とともに，それをやごたこと

は,毎日の生活に目的をもったことにたり，かつ有意裁人生を送ることが
できるのではないだろうか。デカルトはすべてに疑いをかけた後に，ついに

は疑っている自己を醗磯したのである。人間は判断や決断をくだすときに，、

自己を窪識する必麹もある。自己を謹織せずには，生きてゆけ洗いと思う。
、

なぜなら人間の横本であるから。そして自己を認識するために人間は生き

ているかぎり，努力しなくてはならない。もし．わたくしがこの努力をおこ

たったら． この言葉を思い出そう．。 「われ考う．ゆえにわれあり。」を。

’

I

＊
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＜生徒作文＞ I！
、

－

都立深川高等学校2年7組

」
1

I

わたくしは,デカルトは「われ考う，ゆえにわれあり」に至る前の鍵いの

所で方われわれは大きな夢を見ていて，真実だと思っていても，現実には誤

・っているかもしれない， と考え，内部惑覚を疑っているが，わたくしはそれ

まで疑う必要はないと思う。もし，われわれが大きな夢の中にいて現実とは

違ったことをしているとしても， この大きな夢はさめることがたいと思うか

らだ。自分の囲りの人々に対して，友儒とか愛情とかの感傭がおこるのも，

すべて夢の中では真実であるからで， さめない夢ならば，その事実を疑うこ

とばないと思う。そして夢の中で事実というものを追求すべきだと思う。ま

た，大きな夢を見ているとするならば， 自分自身もその夢の中に畳錫し生活

している。それでb今自分の考えていることもすべて夢の中の:ことになり，

いくら現実はそうではないと考えても，そう考えること事体が夢の中の自分

なので，結局疑ったところで目がさめることば次い。だから疑ったらきりが

ない。デカル･卜の「わｵ'考う，ゆえにわれあり」をもっともだと考える人に

とっては，わたくしのこの考え方ば｡くだらないかもしれないけれど，わたく
O

Lにはそうとしか考えられない。内部感覚と同様に，デカルトは「欺く神」

が2＋2＝4とさせているかもしれないと考え，数理を疑った。あとで「欺

く神」はいないことになるが．そう考えることはおかしいと思う。もし「欺
／ ． ・

く柳が2＋2＝4と誤らせていても，万人がそう誤っていて，それを真実

だと思っているのだからそれでいいと思う。 「欺く神」がいると仮定するな

らば，あれもこれも「欺く神」:のしわざと思い，何もかも匪自分の存在も感

傭も疑おうと思えば疑うことができ， こんな風に考えたら本当にきりがない。

また，デカルトは「最も完全なもの」としての榊§実在することを証明して

いるが， これは信仰することによってのみ受け入れられる証明であると思う。

デカルトのような人がなぜ神を信じ，そしてそれが実在するという証明をし

たのかわからな↓箔

鱗
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カン トの思憩 （3時間のう．ち2嘩艮目）

教諭永上騨朋都立四谷商業高等学校

| I

授業内容のまとめ＞－－－－－‐
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＜ねらい＞まずjカント･がなぜ三批判啓をかいたのか。その批判ごE義とい

う語句を通して当時の思想の流れを要約・整理する。そこに在来の理性論を
．：

反省しダ窪羨鈴にも存在の根拠を与えるカントのユニークな物自体と現象界

にまたがる人間存在のあり方を考えさせる。その際，先天白號忍識を可能たら

しめるものはより豊かな体験と潤鍛であることを説明する。人間の現実把握

はこのようにして自然科学的認識の成立をう次がすことになる。これらのこ

とから人間の有限性を素直に見直すことにより， しかし理念への無限の愉れ
をかきたてるところにカント思想の爽髄（ずい）があるように思う。

そこで道徳の世界はここに絶対無備嚇的に成立するのだが，現代の生徒に

は多く現世的で即物的江傾向が強い｡そのためまず善意志と義務の念を把え，

「義務よ！汝崇高なものよ｣･という呼びかけをもって尊崇と敬愛の念を導き
出す工夫をする。人が見ているから,出世に役立つから，人にほめられるか

． ． ；

ら， といった条件的な生き方はたとえ適法であろうと真の行為たりえない。

単なる生，世渡りではなく自分を更にきびしく見つめる内省的態度にポイン

トを睡く。そこには生そのものとの戦いがあり，弱い自愛的な利己本位に流
れる意志を鞭うつ努力があろう。そこに真の尊さがあり,‘生の尊さがある．
･尽死よ賎るなかｵf!ダであるdこれ､こそがアプリオリなる人間本来の理性の
自己命令にぼかならない。

このような湖U､(命法）は果して実行しうるであろうか。という問題の投
げかけを通して考えを深めさせながら,謄果(功利的)ではなく動機そのも
のを重んずる態度や,形式主義（普遍性），厳格主義（リゴリズム）などの
特色を比較対比しながら浮きぽりにさせてゆく°

道徳の凝範姓を考えさせる代表的なケースである。

カント思職ま主観主義から出発しながらその理創ま今日に大きな意義があ
ることを強調し，常にまわりの思想を取扱う溺合もカントにふれることが肝
要であると思う。

ノ

_:鱗J一 ･ ･ ･ ･ ･ 一一q ･ ･･ - - ロ ーr－ -一 一 . ･･ ･ ･や一一一一
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＜生徒作文＞

I都立四谷商業高等学校 2年G組

’
、ある「一つの事Jをしようとする時，我辱晦その事挺ついて，いろい屍

表え，そしていろいろな判断を下す○考える道はいろいろある。しかしそ唾

「一つの事｣に対する正しい考えと言うものは鎧終的に催, f何々である」

とい･うふうに一つの定められた考えがあるのではないかと思う。そう考える

と世の中のすべての行勤，行為が定言的命法であることになってしまうので

はないかと思う。

一自己の主蹴り原理が， どんな場合でざ客観的原理になりうるような行

為をとれ－とカントは主張している。たしかに仮言的な生き労は今‘到寿代に

もそのま上あてはまるし，そのよう'な行動をとる利己主義的人間が多い現代

には特に必要であると思う。しかしこのことはあくまでも理想にすぎないと

思う。カント自身もそれは認めている。もし我々すぺての人間が， カントの

指示したような行為をとっていたら世の中は穏やかそのものでb トラブル等

おこらないだろう。だから時と場合によとて良い面は充分にあると思うが，

そのまふでは，人間の考えがいろいろの面にあまり発展しないのではないか

と思う。

カントの思織ま，人間理性への強い信頼にエってなされている。しかし，

カントは二人間というものぼ｢理性的存在者」であると同時に「感性的存在

割・であるーと云っている｡たとえばb幸福のために進学のためなら仲間を

け落してもと思っている一面では‘これ･らの感備的なことに対して理性的な

ことも脳裏にひらめいている.の．だ6.カントの道律に対して少し反発を抱いた

が･ この人間の二つの性格「理性的｣､ :｢感牲的」というものを考えた上での

カントの思想はすぱ．らしいと思う｡カントの｢人間の有隅生」ということか

ら理想と現実の違いを考えさせられたら､･ 、 ‘ = …､ :． ：

｜

’

口
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＜生徒作文＞ 一

都立四谷商業高等学校2年A組

～～

カントの道徳思想の中に『真の適恵行為は義務感からの行為でなければな

らない』というのがある。確かに，人の目を意識したり， 自己満足のために

する行為は，ほんとうα臘徳的なものとはいえないだろう。

たとえば，道に紙くずがおちている。それを拾おうとする時その人が

「との屑を拾えば道がきれいになる」と思ってくずをひろえばその行為は道

徳的というよりた蟹の良い行いにすぎたいということになる。でもこの場合，

「紙くずなど道におとすべきでない」というふ.うに，義務感から，そのくず

をひろう行誇と， さっきの良い行いとの違いは，それを行う人の気持ち，考

え方など,その人自身の中の》内面的次もののちがいからくるのである。だ

から人がある行為をした場合,それが真に謝意的なものか，又そうでないか

ということの区別は，むづかしいことだと思う。

わたくしは道徳的行為の中には，善意からの気持がまざっていてもよいと

思う。仮にある行為をする時の動機が， これをするのは規則だからとか’ こ

うするとみんながよろこぶだろうという目的をもったことであってもわたく

しは，それが適恵的であるといってもいいと思う。

厳密に言えI鶏それは真の行為で次いかも知れない。しかしゥそこまではっ

きりこれは適恵的， これはちがうと考えるのはむづかしい。
3 ．

わたくしは自分の行為が同時に万人に通用するような行いであれ！と命ずる

カントの教えは立派だと思うが，これも義務確則にてらして考えてみたと

き，かれの純粋すぎるような思想は大へんいいがやはり理想のようだ。

しかし道徳というものはだれでも心の中にいつでももっているべき純粋で

美しい糊申ではないだろうかということを深く考えてみたい。

我々ももう社会に出るわけであるが一つ一つの行為を無駄にせず》 また,大

切にすべきであろう。

’
ー

｜
’

』
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自然法の考え方（ホップ'ス・ロックを中心に）

都立荻窪高等学校教諭小川一郎

授業内容のまとめ＞

層｜

ｌ
卜

自然法とは何か（実定法と比較）

｜ 近代以前の自然法の考え方

①ストア学派---宇宙は普遍的な理性たるロゴスの支配

人間ほこのような理性を分有

②スコラ哲学一自然現象一=自然の秩序

社会現象一里迦瀞｛永遠法（′， i

‐一部が法i自然法（
1人壼生『

永遠法(神

’

の理性) ｜
圖然法(人の理性) ｜
人定法(現鋤閑) ’

●
虫
宅
．
唱
醗
畢
宝
聖

～

(3)近代の自然の考え方

①自然法唾グロティウスー神・国家から独立した自然法

③ ＜ホブブス＞ ＜ロック＞

（人間） 自己保存のためすべての 理性的存在･社会的存在

ものを利用する平等の権利

（自然状態） 自然権の衝突 理性の支配平和な状態

’ 万人の万人に対する闘い 生存権．自由権.財産権

鰯
’

瞼
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＜ねらい＞科学でいう自然法則と混同しやすいので， この点に注意して説

明する。時と所をこえて普遍的に妥当する法のことであり，雑法のように

一定の時期に，一定の地域で通用する法ではなLもこんな程度に，一寸没的な

説覗をして．つぎに，簡単に自然法の歴史を見る。あまり深入りしないよう

に注意する。

ストア派のアパティア（オ勘の心）の復習をしながら，宇宙の普遍的な理

性を，人勵さ分有し，その理性に従・って生きるところに，幸福を見出した。

そこには’普遍的な法としての自然法の考え方が見られる。

また，ズコラ哲学におけるように， 自然を支配する神の存在から自然法の

普遍妥当性を説明する考え方を見る。自然法.人定法は永遠法である神の法

から導き出される。

「自燃法の父」とグロテイウスが呼ばれるゆえんを説明する。神ときり離

して自然法の存在を説き，個人としての人間が姿を現わし，行為の樹処を求

める近代的な倫理思想が出現した。

そこでウホッブスとロックの自瀧ﾐの考え方に入るのであるが,二人の思

想が，ばら･ばらにならないように比較したがら説明を進める。自然状態につ

いては，蛾各人に想像さ連発展させると興味が倍加すると思う。自然状

態について正反対の考え方が出てくるのは， ｡何故か考えさせる。それは，当

時のそれぞれの社会的背祭との関連でとらえさせるように導く。

が指導のポイントになる。即ち， 自然法思想は，個人を基礎に近代市民社会

をどのように構成したかを把鍾させること,である。そこでは，それぞれの考

える自捧がj社会生活の中でbいかにしたら守られるかを考えているの

である。自繰伏態と市民社会をつなぐ契約の考え方の差が，ホッブスの専制

君二劃劃家の肯定と， ロックのこE権在民，革命繩抗維をもつ民主制国家の

差になって現われる。これも,当時の社会的背錘の説明が,理解を嵐ﾙﾅよう。
●
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＜生徒作文＞

’
都立荻窪高等学校2年4組

｜
I

’

ホップ・スは人間の自然状態を「万人の万人に対する戦い」と言っているか

ぼくには納得出来ない。どうしてそう考えたのだろう。先生の説明によると．

当時のイギリスは内乱が絶えず，人びとはお互いに憎みあい，血で血を洗う

ような残酷な争いが続き， このような状態を見て育ったホツプスの心に，人

間に対する不信の念が生まれたといわれたが，育った瑛曙の違いだけで，そ

う考えるとは思えない。かｵ'ﾙまきつと王様に買収されて,無理にそのような

理論をつくったに違いない。ぼくの歴史の知識によると。原始共産制の状態

は，人間がお互いに力を合わせて，生活に必凄なものをとってきて分けあっ

て生活していたのである。また, .そう考える方が自然だと思う。大昔は自然

の恐しさもあったろう。どうしても，人間は協力せざるを得なかった筈だ。

友人を殺すことは自分を殺すことにも等しい.と言わなければなるまい。いく

らホッブスでもこの点に気づかぬ筈はたぃ。とすれば，買収説が出てこざる

を得ない，当時唾制ま絶対王制であり，王様は王権神授説をとたえ,威張

っていた。しかし，人民の力もだんだん強くなり，反抗があちこちに起りは

じめていたのである。この時立場を王様の方にとって考えれば．ホップス

の考え方は全く肯定出来る。すぺての権限を王様にゆずり渡せば秩序ある社

会が出現するのは当然だろう.。しかし，一人ひとりは自由を失うのでは次い

だろうか。この大切な自由につい毛ホップスはどう考えたのだろうか。人

間は,．心理的に[逼迫されると， ･少しぐらい平和で安全であっても酎えられな

いものだと思う。発表もこの点にふれていない。ただ，安全と平和を強調し

ている思想だということを強調していたに過ぎ次い。安全と平和という･こと

は確かに美しい言集だし，何にも変免ることが出来ないだろう。しか.し,…こ

のよう次美名のもとに，悲しいことが行われるということがよくあるものだ。

自然錘うちにはどうしても自由を入れて考えるぺきだと思う。

｜

’

’

藍
詳
ｌ
■
■
且
■
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｌ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
旧
き
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
リ
ト
昨
ト
ト
、
蛇
昨
酔
い
賑
眺
‘
．
●
．
謬
詠
脾
雌
山
瀦
叩
…
卜
●
叱
欣
膠
睡
眠
護
溌
侭
罫
●
叩
●
貼
叩
心
ぷ
舞
叩
群
叩
批

蹄:；



》
》
識
録
錘
蕊
蕊
隷
》
醸
騨
職
歴
圃
礁
鴫
噸
，
‐
‐
ｉ
－

．
．
●
●
．
。
．
■
一

タ

7．2

＜生徒作文＞

都立荻窪高等学校2年4組

自滴去という言葉がどうも理解できない。自然権というと解るのである。

自燃鞍と自然権の勵系が解らない。ロックは， 自然状態を人間の理性が支配

する平和と好意に満ちた状態とみるのだから，理性によって自撫潅を守って

いることに茂る。だから，理性と自然法を同じと考えてよいことになる。だ

が，理性はそんたに信頼出来るものだろうか。ロックは人間理性をあくまで

信頼している。発表を聞いても解らなか÷たところは,それでは何故国家が

必要にたるのか， ということである。多少の解釈の違いはあ乙ても，理性を

信じているのだから，社会が大混乱におち入ることはないだろう。少しばか

りの意見の相違をたくすために,国家をつくり，それに権力をあずけると，

たとえ革命権抵抗権があるといってぷたところで，人びとの手に再び権力

を取戻すのは容易たことではない。権力はそうした性質のものである。国民

の意識がよほど高くなら左いと権力は取戻せな(､。白本の現状を見てもそう

いうことが言えると思う。自民党は権力の座から中々おりない。汚職があっ

ても’失政があっても居坐り続けられる。自民党への拠凄率が50％を割っ

てもなお権力の座をおりない。だとすれば，多少の混乱はあつ･ても特定の人

に権力を渡さたい方がよいのではないだろうか。この意見に対しては．次の

よう次庭総があろう。国が小さければ，国家をつくる必要はないが，国が現

在のように大きくなり社会のしくみも複雑になれば,言葉の上では小さな意
見の相違といっても，現実には社会の機能をまひさせるようなことになる。

決して小さなことでは次い｡函生のある人間のしていることが,文明が発達

し生活圏が広くたると，雪生のない人間がしていることと同じことにな壱て

しまう。やはり，権力は悪であるが必要である。わたくしはそこで考えるの

だが,それでは,人間はなぜ生活園をひろけ;文明醗達させるのだろう。
； ・

これは歴史の必然なのだろうか。これを人間の理性は制御できないのだろう

か、
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ルソーの思想

都立赤誠台高等学校數諭鈴木宜雄

＝

一一一一-－－－－－－－－－－＜授業内容のまとめ＞一一一一.－－－
｜

(1) ルソーの問題意識------ 「自然に帰えれ」

①自然状態一一ﾌ人間のあ暦べき姿 ：自由，平等，幸福

②文明社会一一人隅姓の喪失 ：奴隷，不平等，悲惨 l

(2)問題の原因一一一一今.私有財産制度

①私有財産一→奴隷制と貧困が生れ，不幸と悪徳が成長する

③冶金と農業一一→貧富の差が増大し，欲望や野心が刺激さｵ1つ ，、ごノ 1口郵睦こ…－一翼函もン走刀ら歩画ノ、しり 丁圦ヨ島’亥J’u~“‐不リ'“ｰ弓､勺 ・

恐るべき「戦争状態｣があらわれる,，

(3)問題の解決一今社会契約論－－今人間性の回復

①社会契約一一自由平等を回復するために，人びとは互い

に結びついて政治体をつくるという約束をす

る。 ．

②一般意志一一一一一契約社会においては・共通の利益のみをめざ

す。 「一般意志」が法であり，主権である。

③政 府一撚肴たる人民ﾙま，法律の執行するにあたっ

て適当な代理人を選んで，委任する。

④直接民王政の特色一一:徹底した人民王権

：代議制と権力の分立を否認

：人民集会に最終の決定権を認める。

(4) ルソーと現代－－直接民主制と現在の間接民主借ゆ相違点。

これからの民王制のあり方について

I
l
l

－－一一
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＜ねらい＞倫理社会の目指すものが，するどい現実批判にあるとすれば，

ルソー研究の宛らいも又，現代の歪んだ民主々義の批判にあるといわなくて

はならない。そのためには， まずルソーの思想に見られる錘した民主々義

への志向を明らかにし、間接民三握制の欠陥をするどく見ぬかせ， これからの

民主々義のあり方を深く考えさせることが大切で多》る。

、ルソーの言う一般意志とは，個人的利益ではなく公共的利益を第一に考え

る意志をさすが， これはとくに政府や政治家にたいして要求識していること

に注意すぺきであろう。この一般意志とは．わかりやすく説明するなら，国

家の成員のどんなに弱い溌後の－，人に対しても，他のすべてO成員と同等の

配慮をする意志であり，一人の市民の救済といえども国家全体の利益に劣る

ことがあってはならないのである。このような意志を総成原理とする国家と

は' ．､人民集会に最終の決定権を認める直接民主制の国家である。生徒の多く

は代議常峻①正しさを信じて疑わないのであるからｳルソーの次の言栞は衝

撃を与え，やがて納得されるであろう｡． 「イギリスの人民は自由だと思って

いるが，それは大まち脚､だ。かれらが自由なのは議員を選挙する間だけの

ことで，議員が週ぽれるやいなやイギリス人は奴隷となり無に帰してしまう」

人民集会で決定された法律は，それを執行するに当って選ばれた適当な代理

に委任される。だから「政府は不当にも主権者と混同されているが，それは

皇E権者の公僕にすぎない。」「主権者はこの（政府の）権力をすきな時に制

限し，変更し，取りもどすことができる。」こうして、モンテスキュー寺の
と ． ．

「王権分割論」も見事に否定さｵ必のである。

最後に昨今問題になっている， 「民族意識の昂錫」や「愛国心」のことに

もふれておく必要がある。ルソーはいう， 「不平等と圧制の支配する国にお

いては祖国という瞬丈，人民にとってはいとわしく， こっけいな意味しかも

ちえなくなる。」と。大切なのは国民が愛国心を持つことではなく，国家が，

国民に自然に愛国心が芽生えてくるような民主々義の政治をすることである。

一
一
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＜生徒作文＞

I都立赤城台高等学校2年2組訳
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授業での研究発表。どの班もうまく行かない。わたくしたちの班もその中

の一つであった。何しろむずかしい事といったらないのである。共生の助言

も借り無事終了という場合はよくある。わたくしはその中でﾙ．ソーの社会葬

約論はなぜ実現されないのかと思うようになこた。

ルソーの社会契約論に見られる国家は，誰しもが淫叡国家という。それな

らばなぜその方向に歩まないのであろうか。

『フランス革命の父』として,歴史的にとても影響したことが多く，ルソ

ーの言う直接民主制などは，考えれば考えるほども垣ともだと感じ，実現す

ればすばらしい国家が築きあげられると思う。現実には不可能，と頭ごなし

に決めつけてしまう前にやってみてはどうかちわたくしの考えは甘過ぎるの

かもしれない。だが良い国家を造づて行きたい小,机間の常の欲望ではな
いか◎

それともわたくしの考えが現実をあまりにも知らなすぎるための一人相:撲

であるのか。

授業での先生の説明はまさにすぱらい国家を想像させてくれる。とり上

げる例が良いのか，先生が力説されるのでそれに巻き込まれるのか，その点

はどちらも含まれるだろう力、その時わたくしは夢限の世界を術催している

感じを起こさせられた。理想と言われていながら現実では空想に過ぎないの

である。あまりにも現実とは違いすぎている。醜l者の集合嶋所のような現

代に一種の怒りを感じてしまった。

わたくしたちがルソーの社会契約論を手がけた認ま とても良いことだで

たと思う。この社会契約論をやったことは，現在の日本の政治面をみまもる

にあたり，少なくとも一つの齢に対する目を持ったことはまちがいないと

思う。それ以来，わたくしの生活時間の中で，新聞を読むb特に政治面を読

む時間が，余分に割かれるようになった。
、、

／罐･邑・. _’



篝
76

＜生徒f極＞
－

都立赤城台高等学校2年5組

I
－

ルソーを学んで一番考えさせられ, ．かつ興味を持ったのは．かれのいう政

治のあり方だと思う。かれは燭接民王政をあらゆる点から否定して，直接民

主政を強と唱えている。日本というこの国家の中で，附髪民主政に甘んじて

いるわたく･したちは， ここでおおいに考えさせられたのである。

主権は分割できない，主櫓ま譲りわたすことはできない‘…･…･などとかれ

の言うことは正しい。もっともだと思う。そして政治のft表者をたてること

によって起きている現代の種々な問題について考えてみてもわたくしたちは

直接民主制にあこがれる。しかし，それはあくまでも理想に終わってしまう

きらいがある。

わたく･したちグループは間接か，直接か，色々討論し，クラスの中でも問

題になった。そして結局は直接民主制は素賭しいが理想にすぎないというこ

とに結論づいたのである。しかし理想であるということで終わってしまって

よいのだろうか｡わたくしたちはこの点において， 自分たちの消極的な,そ

して利口すぎる考え方に憤慨した。ルソーの掲げる思想が明らかに理想とさ

れているこの現代，思想と行動が一致しない現代にわたくしたちは疑問をい

だくのである。

また，ルソーを研究したことによって人間の本質について新たに考えさせ

られたことは言うまでもない。生まれた時は自由平等で，のちに社会によぅ

て本質をゆがめられるということについてはあまり賛成できないが，確かに

わたくしたちはそういえば社会の鎖によって自分の本質をゆがめているとい

うことが少ないわけではない。しかし自由という意味を本当に理解できたな

らば， これを乗り越えていくことは可能である。

ルソーの与えてくれるものは大きい。自然へ帰れというかれの言葉を，わ

たくしたちはさらに深く考えていきたいと思う。

蕊
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功利主義（ベンサムとミルの比較）（ 1時'錨）
｜

’

都立杉並高等学校教諭 新井 満’

内零｡…＝－－－一i
l

と社会全体の幸福との調和

的である幸福快楽に役立つ有用性 1

，利己王義から利他王鍍へ

実現過程､a峡楽の量的計算…･･快楽

7つの基準。 (b!四つの制裁（外自粥|識）

’

I

丞柾駁節

実楽の殖
Ｊ
Ｉ
ｒ
‐
１
．
Ｉ
０
１
０
ｆ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

③功利とは‘．．…人生の主要目的である幸福快楽に役立つ有用性

(2)ベンサム

の意義……個人的から社会的，利己王義から利他王鍍へ

②「最大多数の最大幸福」一実現過程､a峡楽の量的計算…･･快楽

苦痛は愛的に計算できるc 7つの基準。 (b!四つの制裁（外自粥|識）

…自然的制裁，道徳的備麟，宗教白揃裁．法律的制裁

C限界…量的，外的制裁

(3) J.S･ ミル

①意義…ベンサムの修正発表

②内容･'･(a)快楽に質的差異…快楽に高尚と下等あり。 職満足せよ豚よ

りは，不満足な人間がよい”

(b)内的制裁の重視一良心一共感

(c)克己……社会全体の幸福増進のためには，個人的幸福の犠

牲も必要。

(d)理想主義的，社会主義的倫理観

③時代背景とJ、s・ ミルの思想I

「

’
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＜ねらい＞イギリス経験論の立熱ま． ホップ・スやロツクのように・燗人の

欲望や自己保存の本能を根本として，人間は幸福を追求するものであるとし

た。が，功矛涯義は，広く社会的な基盤でこの問題を考えようとした。功利

とは，ベンサムによれば，快楽や幸福を産出する傾向をいい，功矛畦義ある

いは「功利の原理」とは，すべての行為をそれが関係していあ団体の幸福を

増すか減ずるかの傾向によって，是認しまたは否認するところの瞬里である

としている。

学習の参考資料としてペンサム， ミルの原典の一部の配布を試みたが，全

体を通して’二人の思想家の相違点はどこにあるかを念顛において読ませた｡

ベンサムカ津福の掻を問題にし，量の多少によってよりよき，あるいはよ

り悪き對昌に区別できるとしたのに対し， ミルは，ベンサムの功利主義を基

本的には受けついで，幸福における量の重要性を認めながらも，肉体的快楽

と精神白蝋楽とに質的差があることを明らかにしている。人間は単に快楽の

溌によってだけ支配されるものではない。また自己の幸福と社会のそれとの

調和について・ベンサムは最大多数の最大幸福をとき， もし社会の福祉をは

からないときは制裁をうけるから， どうしても最大多数の最大幸福をはから

ざるを得ないとした。なかでもベンサムは齢的制裁をもっとも重視し，あ

くまで社会の利害の立場から，人びとを櫛或をもって指導することを主張し

た。これに対し・ ミルはベンサムの外的制裁に対して．内的制裁としての良

心の制裁に重きをおき，良心のとがめ．なすべきことをなさないときの苦痛

の感I宵が最大の制裁であるとし･ている。そして良心の核心は，人類の社会的

感情である劣謡(Snpathy-他人の幸・不幸に心を動かす社会的感傭をも

って道徳的判断の根本原理とする）であって． これを矛雌的傾向をもつもの

として墓瀬した。つまりミルは，ベンサムの個人噌主銭的倫理現を社会王義的

倫琶鍾にまで拡大しようと努力したのでb これは当時のイギリスの資本主義

経済の発展にともなう社会問題の発生と深い関係があることに注意させたい。
‐
ｒ
Ⅲ
Ｔ
Ⅲ
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都立杉並高等学校2年5組

ベンサムの功利主義，銅く多数の鼓大幸福などは政治を行う上では一つの

規範となり，そのようにもっていくことがよいことだろう。また、未開発．

貧民などに対してはこのような思想でよいであろうが,今日のわたく･したち
息

にとっては少しあてはまらないような気がする。その点，わたくし個人とし

てはミルの質的な幸福というものに共鳴する。また幸福というものは同じ幸

福を人びとに与えたとしても，各自それそれ受けとり;かたが違うということ

がやっかいである。

それは個人の思想，現境によって幸福ともなろうし不幸にもなろう。ベン

サムのいう幸福とはおもに物質的なものをいい， ミルのほうは精神面につい

て言っていると思う。今のわたくしは糟神的な封島ミルのいう「自分自身

の幸福以外の何か他の目的に心を傾注する」という方にあこがれを感じるし，

ヒッピーとかフーテンなどというものは物質的にはめぐまれているが糖神的

な幸福，心を傾注するものにめく・まれないので,むしろ求めない人びとが何

かと理函をつけてフラついているように思う。昔は物質を得るために心を傾

注するものがあり，今日では物質が豊かになったために精神的余獅もできて

より賀的幸福を求める傾向が強くなって来ているように思う。しかし今はや

りのマイホーム主義とは物質的満足による幸福，安定したものからの幸福感

そのような小さな満足にみんなが溺れていくとしたら，人類の進展は止まづ

てしまうだろうし， そんなものに満足していくわたくし自身が恐しい。ミル

的幸福を求めながら，ベンサム的幸福にかたむいていくのが現在のわたくし

たちではないだろうか。
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＜生徒作文＞

都立杉並高等学校2年.1組

一一弓

、 ベンサムは幸福畷を問題にし，量の多少によって， エリよき又はより悪

き幸輻に区別できるとし， ミルは幸輻の量ではなく質を鼎謹にし，感覚的決

楽よりも精神的快楽を重んじた。自己の幸福を社会との説蜘について，ベン

サムは人間はもともと利己的であり， 自己の利益を追求し，苦痛をのがれよ

うとし，それが幸福，快楽をもたら･し， これを最大限に美観するために|-鐙

大多数の最大幸福」が必要であるとした。 ミルは公衆の幸福をはかるのは決

して自分のためでなく，各人の心にある模本的なう首徳的感備である。つまり

人間は必ずしも利己的動機によってのみ動くものではなく，本質的に利他主

義的鋤幾のあることを説いた｡

オ鉱ﾆくしの幸福についての考えば，ベンサムの「最大多数の最大幸福」 ，

ミルの．「満足した豚よりも，不満足である人間の方がよく、満足した愚者で

あるよりも，不満足なソクラテスであるほうがよい」。 という毒篭力諦感覚

的快楽エリも精神的快楽を重んじています。これらが実際に塞見されれば，

この世は本当に幸福になるでしょうから。わたくしは人間というのは皆本当

は他人の事も考えるし，親切で思いやりがあると思います。でも今の世の中

で人にはドライになったと言われていますb自己本位になっています。他へ

の事などにかまっていられないというきびしい世の中になって来ているから

こそ，かえ:ってわたくしたちは社会全体の幸額を考えることが必要だと思い
● ↓

ますbでも始めからそれは大変だと思うので． まず自分の身近のことからだ

んだんと広い世界のことまで視野を広めて，皆で協力してこの世界を幸福に

する努力をすればよいと思います。そしてその努力しているところに自分の

やっている事に対する誇りも生まれてぎて,それ力双，幸福にもつながるの

ではないかと思います。
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ヘーケルの思想 （ 1時間分）

甲鮎寺島都立町田為等学校教諭

＜授業内容のまとめ.>－－－－－－－一・一-一一

(1)ヘーケルの位㎡量

| "競騨…"棚州鮒棚
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(a)絶対巻ないし神の把鍾を目的とする。

(b)絶対者をいろいろに表現一一絶対者＝輔神＝絶対的理念=理性、

(c)絶対者の実体は自由である。一｢世界史は自由の意識における進歩

の歴史である。」 「理性的なるものは現実的である。 ･…．.｣ ．

②弁証法

(a)絶対者の自己実現の論理が弁証法である。

(b)弁証法醍史－－－dialeklike (問答法）｡ 、ゼノン･ヘラクレイト

ス･･･…｡ ．

(c)弁証法の要点一弄盾は存在する。そして存在も認識も矛盾を含む

がゆえに発展する。矛盾の意味（生と死善と悪
et

③人倫

(a践実の家庭や市民社会・国家の中にあらわれた自由の現実態

(b)家族一愛によって結ばれた自然的・情感的統一体。市民社会一欲望

記足と労働との相互依存の関係鐡望の体系．

国家一精神が完全に自由を実現した最高の人倫的完成態

、
ノ
ｃ

、
由群
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＜ねらい＞：(1リヘーケルの位麗においては，ヘー宗ゲルがカント． フィヒテ，

シェリングと続くドイツ観念論の大成者であることを説明する．と同時に，

かれがフランス革命と産業革命を通過したばかりの19世紀初頭のﾖｰｰ.ロツ

パに生き，プロシアの絶対王制を合瑠上し，その理性主義・論理主義の立場

に立つ哲学がやがて鋭い反対批判をあ硯社会主義や実存主義の現代思想を

生み出す源泉となったことを説明する。 ．

(2)ヘーケルの根本思想では，ヘーゲル哲学の中に概念である絶対者の指導

に留意する。先のカントがわれ:われの総理繊忍識の可能の範曲を現象界．経

験界のみに置くのに反して，ヘーゲルは，あらゆる現象の根底に絶対者をお

き，絶対者の観念的認識を展開するのである。へ芦一ケルによれば，有限的事

物の露識を深めて行き》有限者の変化．発展をとらえるこ_とによって，有限

者の中に自己を実現している絶対者を把握することカミできるとするのである。

（31弁証法は矛盾の論理学であるといわれるが，生徒に対して，弁証法の論

理形式である正・反・合のろ段階を具体的事例を二・三あげて説明すること

が大切である。そして，すべてのもの“存在においても，思考においても

それ自身において矛盾を含むものであり,…矛閻まあらゆる連動および生命性

の根源であることを理解させたいものである。さらに，矛盾の内的連関につ

いて大切液「否定」｢否定の否定」，即ちアウフヘーケンの意味をつかませ

ることが大切である。
β 号

(4)ヘーケルの説く人謝まカントの描いた「目的の王国」といった当為の世

界においてでなく，現実の家族や市民社会．国家の中に現われるものであり，

自由の具体醜･客観的現実態であることを説明する。 しかし，注意すべきは

カントの説く自由を否定的に教えたり取り扱ってはならない。また，谷一ゲ

ルは国家は糖神が完成に自由を実現した最高の人倫的完成態であると主張し，

侭人の最高の義沸ま，国察､の帰依と献身であるとした点に就いて考えさせ

討瞼させて見ると面白いと思われる。
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都立町田高等学校2年C紅
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ヘーケルの授業が最も印象的だった。完蕊者のカントが抽象的な説き方で

あったのに対し,かれの具体的な識がぼくに倫理.社会の面白さを教えて

くれたらしい。 「世界歴史ば自由の意識における進歩の歴史である｡ _iこの

かれの蓋葉を理解する顎はヘーケルという哲学者を選癖する事だと考える。

これによって・ もやもやしていた考えが一変に整理出来だ｡弁証法を理解出

来た。

か和ま現実とは「ｵ融j立し矛盾し合う二つの物が……必然的に調飛就一さ

れている姿」だと教える。この事は人間社会ゐ万事を物語っている。またわ

れわれの思考や認識においても言えることである;ぼく自身ある考えを持つ

とすぐその反対の考えが浮かんでくる。ホーム．ルームの討議やら， さらに

議会の討論においてもi司譲であるといえる。宇宙ま無限でありながら有限の

ようであるし, きては数学のﾙジｰﾝﾄのクﾗフきえ矛盾の銃一のように
考えられてくる。

ヘーケルの「人側について学んだ。 「人倫は具体的で客観化された自由

の現実態である｡」これを学んだ時倣われた"」と思った｡現実の社会は

こんな状態なのか？。全人類は平和共存出来るのか？とまあこのように考え

て行き詰＝ていたのである。 「人倫」の考莞方こそぼくの行き詰りを奪回し

てくれた。ヘーケルは実に良く現実の法則に沿って物事を論謹立てた。その

無理のない弁鰄ﾐによって得る究極が「絶対割「自由」であるという結競

は，ぼくにとって十分摘足のいくところだ。このドイツ暁念瞼こそ合理蛤と
， b

経験論の総合的近代哲学である。同時にまた碗ヘーゲル哲学”が現実社会に

合なくなって反対批判を受け､て崩壊して行ったのがショックである‘， 鼠ヘー

ケル哲学"が崩壊していった原因を追求して， とれを明らかにする事こそぼ

くら現代人の将来の課題であるようだ｡この課題に対拠出来る自分自身に心・

から｡拍手”を送りたい気持である6

：

＃



鶴

蝿
■J I

II
ノf･
rr

84

，＜生徒作文＞

都立町田高等学校2年B組

始めて本を読み，十分の一も雲解できないうちからF､一ケルは欲の無い

のんびり屋。それでいて感情家。」こんな風にわたくしは感じていた。かれ

の理論は抽象的なようだが逆に現実的だ。わかり易いようで理癖する限界が

ない。

わたくしは弁証法を一生懸命に学んだ。正．反・合っ授業でもいくつかの

例が生徒間で交わされ，隣席の友とも互に話し合った。しかしそれは決して

充分なものではない。反対に考えれば考えるほどわからなくなるのである。

いずれにしても最低限度のアウフヘーケンは理解できたと思う。生と死・善

と悪・平等と差釧， このような相矛盾したものが必然的に統一され，それが

保たれているのが現実だ。そしてbそれらの内的連関をさぐる.時，矛盾があ

らゆる運動及び生命性の根源であることがわかる。あらゆるものの変化．､発

展は，矛盾対立するものの相互否定による克服であるといえる。

そして弁垂の考えを根底にして「人億」を説いた。ヘーケルはカントよ

りも王銀していることがわかりやすい。鐵恵は歴史的事実やその時代の社会

状態を加味して考えなければいけないと思う鋤そうしなければ，いくら立派

な道徳論でも諸れ(よ宙に浮いて，生活に密着しない。その点でヘーケルはな

んとなく識丘感を感じさせる人である。わたくしは平和について「戦争する

から悪い。」とよく言う。叔父は「いやbやむをえずやる場合が多い。」と

言う。ヘーーケルにならって，平和を正,戦争を反と・するならば，合を生み出

すにはどうしたら良いのだろう。できれば正の平和だけを取りたいのだが，

そう-すちにはかな店ず．と言って良い程．反の戦争がつきまとう。これが歴史

的事実だが，～一ゲルだった･らどのように考えるだろう､かb夢中でわたくし

は考えこむ。 とてもむずかしい。でもこれは-生とり組まなければならない
由 『

贋題である。多少なりともより良い哲学を生弘平和な世の中をつくりたい。

無言のうちにヘーケルは． オ畝こぐしにとのようなことを悟らせてくｵ1たの嘩為
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麗逼藝曇

実在と自由
、

(2時間のうちの2時限目)，

都立小平高等学校教諭井原 茂幸
｜

｜

’
＜授業内容のまとめ＞一一一一一・--琴－－－－

『‐

’ １
１
州
１
１
１
１
‐
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
１
１
Ｉ
川
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
１
１

1． 実存は本質に先立つ（サルトル）

本質～般的な惑物の特質、、。存在の可能性
｛
実存現実の個別な存在。。。。存在の現実性

人間は自ら創るところのおの以外の何もので＄ない｡

人間は本質に先立ってまず実存する｡。。主津的定義こそ真理。

2． 人間は存在するのでなく実存する。

事物存在。。．。即自存性それ自身である存在
｛
世界内存在。。｡対自存性他への意識をつつんだ存在．

人間（実存〉は即自存在〈現存在）から超脱した存在

ろ．実存することは自由であること

人間は自己を設計し，自己を選びこる。

自己の選択はいかなる原理，価値にももとづかない。

人間（実存）はだれでも自由であるほかない存在

’
、

、

’
、

｣

I

4． 人間は自

自由な

自由を

5． 自由な他

わたくし

する。

自己と他

由の刑に処せられている。

逼叙は不安他令噌の可能性の限定）を伴な.5Q,'勺自由な重荷

すて不安からのがれることは自己癖，自己逃避である。

者との連帯性のもとに成立つ

の自由は他者の自由に｡,他者の自由はわたくしの自由に依存
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＜ねらい＞サルトルの考え方を中,t舟て･して実存主義における自由の考え方
鷺 ：

を理解させ，自由の責任を自覚させるようにしたい｡′

との主題は「自由と平等」のテーマのうち，自由のいろいろな考え方の一

つとして取上げたもので，第1時限目には①実存主義の社会的背景②人

間回復の思想としての実存主義と社会主義G庚存主義の類型鰯そ存主義

とは何か（嫉存主義の特徴を取扱い,本時はそれに続く第2時限目の取扱

いである。

自由に対する考え方は大別して①人格的自由･･･内,心,意志の自由を主

とするカントやキリスト教の人格主義的自由③社会的自由｡。る社会的政治

的束縛からの解放を主張する0ロック．ルソー．マルクスなどの社会主義的

自由砿存的自由…徹底的に人間の個月惟を重視し，個月伽特殊的条件

の下での主体的な在り方，実存の中に人間の真の自由をみようとする実存主

義的自由に分けることができる。

、 実存的自由は，人間の存在の在り方と密接に結びついている。人間はな

げ出された存在(Entwerfen-eein)として，単に目の前にあるような

事物的存在(Vorhanden-eeimとしてでなく ，まわりのものとかかわりを

持ちながら存在している。 ｡xF-de毎一打e1t-Bein)それ自身でぼつんと存在

する即自存在型an･-eicreein)ではなく，対自存在戯rgicngein)で

ある｡この自己自身に対する意識をも自己の中に包みb絶えず即自存在から

の超越の可能性をもつ実存であるが故に人間は自由である他ない存在なので

ある。自ら自己を設計し・自己を選択するところに自由があるが’それだけ．

に自由は不安と負目を伴なうものである。この不安に耐えて，自己の真実な・・

在り方を求め，より真実な自己へと超脱するところに自己の実存が開けて<:

る° しかもこのような実存の自由は，自由な他者との出会いによって裏付

けされる。自由は自己自身に対してだけでなく，すべての人食に対する責任

を伴なうものであり，ここに自由の連帯性がある。 “ ・ ､､ま，;: ； 篭‘ ：

’

／

J



》
翻
岬
岬
岬
鵬
細
岬
仙
蝋
＃
郡
１
－
－

87

軸営悌

都立小平高等学校2年G組l

「

I

J
b

l

われわれには其の自由を持ち得る自信が少ないように思う。だから他人の
． ・9 。 .

言動によって意志が左右されやすい。真実の人間になることを目的とし，そ

れに向って自己を改善していくこと力嘆存の第一歩であろう。また実存は人

間の理想のあり方である。しかしわれわれにはそれが頭底無理なことと思わ

れる程困難なことだと感じるdわたくしの一生の総ての選択がわたくしの手

に委ねられている。重すぎる課題だ。時には絶対的な何ものかがわたくしを

支配してくれればよいとさえ思う。他人の命令に従って行動することの方が．
． ：

ずつと気擬だ。自分で瑚尺することは苦しいことであり，不安でもある。其
‘4 ら ．

の自由とはこのような苦しみや不安を克服していくことなのであろうか。不

安を解消しようとして物事や自分を黙ってみつめる。それがわたくしの心に

ますます大きな重荷を与えることになる。この矛盾をもつとよく考えること

が必要だ。そうすれば実存という意味も理癖されるに違いない。

自己の中に真実な自己を見出す｡それを選択し,新しい自己を創造する。

これは実存主義の理瞼であるがjそとには矛盾がありすぎる。人間は自由で
． ‐ ． ：

あるが，またそれは不自由であり，不安であるからだ。

わたくしは実存の連帯性をﾔｽバｰｽのことばの中に見出した。 「実存と＃

実存の交わり」においてのみ存在する｢実存の確実性」 ，他者とともに人閻
： ． ･

は存在するのだということがわたくしを感動させた。人間は一人では存在し
a j

ない。必ず人間を取りまく社会がある。このことは人間の個別上，自己喪失
… ． ， ． ． ． ．；：

の防止に役立つ。もちろん自己自身をみつめ，他人をみつめることは容易な
： 、 ．?、 ， ．

ことではない。何しろ自分も他人も鯛弊な「自由」を持っているのだから。

しかしそれを実現し,ひと”とｳが自覚的な入間になることによって理想
、，， ； 、

の社会が築かれることを繩する｡ふにしても｢実存｣がわれわれの自我
や本演に先立つという一つの翼狸は興床深い。
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＜生徒作文＞
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’都立小平高等学校2年G組
毛

現在この世において我々は自由であるという。けれどもその自由が我々を

縛って不自由に追いやっているようだ。

先日担任から一枚の紙がくばられた。大学の文理科コース別希望大学，卒

業後の職業などを記入するためのものであった。心に決めていた進路を害き

入れた後その用紙の提出をこばむ心の作用に気がついた。この一枚の紙片に

⑩コース○○大学と記入したことによって自分の未来が決ってしまうよう

な気がしたからである。大学を出た場合進むべき道は多少たりとも限られて
くることは言うまでもないことだ。もちろんこの学校を選ばなくとも他に多

くの学校がある。しかしそれらのどの一つをとって承てもやはり卒業後の道
は限られるに違いない｡自由。。。選択することができる。。。だが選沢したこ
とによって無限の筈の可能性が少しづっ限られてくるのを感じる。友遥と話

し合ってゑてその友も同じことを考えていることを知った。この一枚の紙片
はわれわれの一生を，進むべき道を決めているようで恐ろしい気がする。

また識業の自由な選択においても，自分自身の生まれ育った謹境などが大
きくこれを左右することになるであろう． 「人間は自ら創るところのもの以
外の何者でもない」ということは実存主義の原理であるが，やはり外的な畷
境の作用の少なくないことを感じないわけにはいかない。 「実存は本質に先
立つ」という考えに対してもわたくしは多少の抵抗を感じる。人間以上の何
者かが本質にしたがって実存せしあたのではないかと考える｡これはわれわ
れの理性では考えることができないことかも知れないが否定されるべきこと

ではないであろう｡燗存在,それ以前のことは崎の考える哲学の範囲を
はるかに越えたものかもしれない。どのような立派な思想家がぼくにその考

えの不必要性を説かれても’ぼくの心を納得させることのできるものではな
いと思う。
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